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建設経済委員会重点調査事項 

 

 

（2022.９.21） 

 

○環境経済戦略の推進について 

 

○農林水産業・商工・観光・特産振興等経済支援、地域活性化施策の

推進について 

 

○有害鳥獣対策の推進について 
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午前９時２４分開会  

○委員長（田中藤一郎） おはようございます。 

 定刻より少し早いですけれども、建設経済委員会

を開催したいと思います。 

 それでは、私なりに挨拶をいうことで、本日、新

しくまた委員会のメンバー替わりました。私自身は、

常任委員長を２回目っていうことで、余裕あるかな

いかっていえば、あまりないんですけれど、しっか

りやっていきたいなというふうに思ってます。 

 ただ、本当にコロナ禍の中で、非常に豊岡市の経

済も厳しいところは厳しいです。特に観光産業でい

いますと、２年半以上苦しみの中にある中で、明る

いニュース、光なども見えつつもありますけれども、

油断ならないというところがあるのかなというふ

うなところでいいますと、やはり建設経済委員会で

部の形がどういう形をしっかり取っていくかによ

って、生かすも殺すもになってしまう場合もあるの

かなというふうに深く考えております。 

 また、市長のほうが特に考えていきながらやると

いうふうな形を取られておられます。これは民間で

も同じようなところがありますので、ちょっと常識

にある意味とらわれることなく、いろんな積極的な

アイデアだったり、考えたことを出していただきな

がら、委員会と共に豊岡市の経済を発展させていき

たいなというふうに思っておりますので、これは本

当、皆さんのご協力ないことには前に進みませんの

で、よろしくお願いしたいなと。 

 最後に、１年間、私のモットーでありますが、明

るく楽しく、今回は真剣にを入れていきたいなとい

うふうに思っておりますので、１年間、どうぞよろ

しくお願いします。 

 本日の委員会に当たりまして、コウノトリ共生部

の地籍調査課、上阪参事、城崎振興局城崎温泉課、

山田課長より、本日の委員会を欠席する旨の申出が

あり、これを許可しておりますので、ご了承願いま

す。 

 本日の委員会ですが、新型コロナウイルス感染対

策の関係で、委員会室の密集をできるだけ軽減をす

るため、当局職員の出席を前半と後半と２つのグル

ープに分けて行いたいと思いますので、ご了承願い

ます。 

 それでは、３番、自己紹介に入ります。 

 今回は、役員改選後、初めての委員会であります。

ここで出席の皆さんに自己紹介をいただきたいと

思います。 

 まず、委員からですが、私が委員長ということで、

前野さんから横、浅田さん、ぐるっと回っていきた

いと思います。 

 改めまして、このたび当委員会の委員長を拝命し

ました田中藤一郎です。１年間、どうぞよろしくお

願いいたします。 

○委員（芹澤 正志） 皆様、おはようございます。

このたび副委員長を仰せつかりました芹澤と申し

ます。私の本来の課題であります委員会だと思って

ますので、また、副委員長も初めての経験でござい

ます。委員長をしっかり支えて頑張っていきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

○委員（浅田  徹） おはようございます。浅田で

ございます。久しぶりにこの委員会になりました。

経験はありますけども、過去を振り返る、前向きに、

また真剣、心機一転、頑張っていきたいと思います。

よろしくお願いします。 

○委員（前田 敦司） おはようございます。前田で

す。本当に観光と農業と、あと公園と。今までの議

会質問でもさせていただきましたけども、より議論

を深めていけたらと思います。よろしくお願いしま

す。 

○委員（太田 智博） 皆さん、おはようございます。

昨年は総務委員会でお世話になりまして、建設経済

委員会は初めてでございます。勉強しながら精いっ

ぱい頑張っていきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

○委員（松井 正志） 松井正志と申します。初めて

みたいなもんですから、どうぞよろしく。 

○委員（須山 泰一） 須山泰一です。昨年に続いて

ですが、まだまだ未熟なもんで、いろいろと変な質

問もするかもしれませんが、どうぞよろしくお願い

いたします。 
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○委員（前野 文孝） 委員の前野です。勉強しなが

ら頑張っていきたいと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 次に、環境経済部から、名

簿順でお願いします。 

○環境経済部長（坂本 成彦） おはようございます。

環境経済部の坂本です。改めて、よろしくお願いい

たします。 

○環境経済課長（冨岡  隆） おはようございます。

環境経済課長の冨岡です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○大交流課長（宮垣  均） おはようございます。

大交流課の課長、宮垣です。よろしくお願いします。 

○大交流課参事（島津 太一） おはようございます。

大交流課参事の島津でございます。よろしくお願い

します。 

○大交流課参事（瀧本 文代） おはようございます。

大交流課の瀧本と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） おはようござ

います。コウノトリ共生部の川端と申します。お手

柔らかによろしくお願いいたします。 

○農林水産課長（柳沢 和男） おはようございます。

農林水産課長の柳沢と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○農林水産課参事（村田 一紀） おはようございま

す。農林水産課の村田でございます。よろしくお願

いします。 

○農林水産課参事（山本 隆之） おはようございま

す。農林水産課参事の山本です。よろしくお願いい

たします。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） おはようござ

います。コウノトリ共生課長の宮下です。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○コウノトリ共生課参事（宮田 裕史） おはようご

ざいます。コウノトリ共生課の宮田と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○地籍調査課長（依田 隆司） おはようございます。

地籍調査課長の依田です。よろしくお願いします。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） おはようございます。

都市整備部長の澤田です。よろしくお願いいたしま

す。 

○建設課長（冨森 靖彦） おはようございます。建

設課長の冨森です。よろしくお願いいたします。 

○建設課参事（北村 省二） おはようございます。

建設課参事の北村です。よろしくお願いします。 

○都市整備課長（久田  渉） 都市整備課長の久田

といいます。よろしくお願いいたします。 

○建築住宅課長（山本 正明） おはようございます。

建築住宅課長の山本です。よろしくお願いします。 

○建築住宅課参事（谷垣 秀人） おはようございま

す。建築住宅課参事の谷垣です。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○委員長（田中藤一郎） 最後に、議会事務局お願い

します。 

○事務局主査（伊藤八千代） おはようございます。

事務局の伊藤です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。 

 なお、後半でも委員の皆さんには自己紹介をして

いただきたいと考えておりますので、ご了承願いま

す。 

 それでは、協議事項のほうに行きたいと思います。 

 （１）委員会所管事項の事務概要に入ります。 

 まず、前半に、環境経済部、コウノトリ共生部及

び都市整備部の順で、部ごとに説明、質疑を行い、

後半に、各振興局、上下水道部及び農業委員会事務

局という形で進めたいと思っております。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて、簡

潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行を格別のご

協力をお願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して発言者の名を名のってから行って

いただきますよう、ご協力をお願いします。 

 まず、環境経済部の説明をお願いします。 

 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） では、早速ですけど、

本年度の事務概要の進捗状況について説明させて
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いただきます。 

 事務概要の５ページをご覧ください。時間の都合

もございますので、主立ったもののみ説明というこ

とになりますが、ご了承ください。 

 まず、経済政策の推進というところからです。 

 現況と課題につきましては、それぞれ省略をさせ

ていただきます。 

 基本方針ですが、市内産業、企業の安定と強化を

図り、ステップアップや創業などを促すことで地域

経済の活性化を図ることとしております。 

 概要及び進捗状況のほうです。まず、１番の内発

型産業育成の推進でございます。（２）の豊岡市経

済ビジョンの策定というところですが、これは、今

後１０年間の本市の経済政策の羅針盤というよう

なことで、目指すべき豊岡市の経済の姿及びその姿

を実現するための取組、方向性を策定するといった

ことでございます。進捗状況は記載のとおりでござ

います。今後ヒアリングやワークショップでいただ

いた意見を基に、専門家の助言を得ながら検討を重

ねて、年度内に策定したいと考えております。 

 （３）以降につきましては、進捗状況は記載のと

おりでございます。 

 次に、６ページをご覧ください。上から７行目の

２、新型コロナウイルス感染症に係る企業支援の関

係でございます。 

 具体的な事業につきましては、（１）の中小企業

融資制度、それから（２）のステップアップ支援補

助金のアフターコロナ対応型、それから（３）の商

工団体と連携した経営相談の実施の３点をやって

おります。進捗状況につきましては記載のとおりで

ございます。 

 ３番の環境経済事業の推進ですが、１０月末現在

で本年度１事業認定して、累計７６事業となってお

ります。 

 経済政策の推進は以上となります。 

 次に、７ページをご覧ください。商工振興の推進

でございます。 

 基本方針からですが、１段落目には中心市街地の

活性化、２段落目は特産業の振興、３段落目はふる

さと納税による市内経済の活性化というようなこ

とを方針として取り組んでおります。 

 概要及び進捗状況ですが、１番の商店街活性化事

業の支援です。豊岡駅通り、宵田商店街で行われた

活性化の取組について支援をしております。具体的

には、プレミアム付商品券事業と各商店街のイベン

トに対して支援をしております。 

 次に、２番の中心市街地への誘客促進でございま

す。これは、豊岡１９２５、カバンストリートを中

心に誘客の推進を図っております。 

 次に、３の産業の人材育成の支援、地域ブランド

の確立でございます。 

 ２つ目のポツですが、「豊岡鞄×ふるさと納税」

のシナジープロジェクトです。これは、ふるさと納

税の一部を豊岡の認知度向上に投資して、その売上

げを伸ばすとともに、ふるさと納税のさらなる増加

につなげる好循環を目指していきたいということ

で行ってる事業です。本年度につきましては、豊岡

鞄のブランディング、ＰＲ広報活動の強化、ＥＣ販

売の強化など、豊岡鞄の認知度の向上のための施策

を兵庫県鞄工業組合と一緒に取り組んでいるとこ

ろでございます。負担金につきましては記載のとお

りでございます。予算の都合もございますが、でき

れば３年間継続して取り組んでいけたらと今では

考えてるところでございます。 

 次に、８ページをご覧ください。４番目の伝統産

業の後継者育成支援でございます。 

 各団体への補助につきましては記載のとおりで

ございます。 

 なお、後継者育成に関しましては、地域おこし協

力隊の人材で非常に効果を出しておりまして、現時

点で、麦わら細工に３名、杞柳に４名、出石焼に２

名の協力隊員を委嘱しております。 

 次に、５番目のふるさと納税推進のためのＰＲ強

化でございます。 

 本年度、新たにＡＮＡ（アナ）ふるさと納税とい

う窓口を導入しまして、合計、現在７サイトで運営

をしております。進捗状況は記載のとおりです。１

０月末現在の前年同期比で１１５％となっており
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ます。金額につきましては、１０月末現在で３億２，

９５２万５，０００円の寄附をいただいております。

例年、１１月、１２月が納税のピークとなりますの

で、引き続き取り組んでまいりたいと思っておりま

す。 

 次に、６番のプレミアム付商品券事業でございま

す。進捗状況は記載のとおりです。 

 （５）番の販売実績ですが、１０月末現在で７万

８，５４１セット、約９億４，０００万円の消費喚

起につながっているという状況でございます。 

 次に、７番のＰＲＥＭＩＵＭ豊岡＋の関係でござ

います。 

 こちらも記載のとおりですが、（２）にあります

ように、現在、１１月下旬から配送ができますよう

に準備を進めてるところでございます。 

 商工振興の推進は以上です。 

 次に、９ページをご覧ください。企業支援の推進

でございます。 

 基本方針につきましては、企業立地を促進するこ

と、それから市の工業界の事務局を担っております

ので、製造業を支援することということにしており

ます。 

 概要及び進捗状況です。まず、１の企業立地です

が、（２）のＩＴ企業誘致です。本年度地方進出を

検討する企業とのオンラインによるマッチングイ

ベントに参加しました。記載のとおり、２２社と面

談を行いました。今後これらの社とのオンライン面

談や、希望される社があれば豊岡市で活動していた

だくなど行う予定です。本市にふさわしい会社の進

出につながるように取り組んでまいります。 

 次に、１つ飛びまして、（４）です。但馬空港線

の沿線の産業用地の整備です。本年度は戸牧農地に

つながる水路の整備工事を行っております。道路整

備のスケジュールに影響されるところもあります

が、盛土したところの地盤が落ち着いてきておりま

すので、来年度後半から販売開始を目指して取り組

んでいるところでございます。 

 次に、１０ページをご覧ください。上から４行目

の２番目のものづくり支援です。 

 ものづくり支援センターという機能を市に置い

ておりまして、工業系の技術相談に応じております。

また、先ほど申し上げましたが、豊岡市工業界の事

務局を担っております。進捗状況につきましては記

載のとおりです。 

 企業支援の推進は以上です。 

 次に、１１ページをご覧ください。移住定住の推

進です。 

 基本方針ですが、人口減少の緩和に向けて、Ｕ・

Ｉ・Ｊターンの獲得の強化と、地域おこし協力隊な

どの様々な人材と共に地域活性化のための活動を

支援するということとしております。 

 概要と進捗状況です。まず、１番の移住定住の情

報発信です。市の移住ポータルサイト「飛んでるロ

ーカル豊岡」を通じての情報発信や、それとジョブ

ナビ豊岡を通じて、豊岡で働く魅力を含めた企業の

求人情報の発信を行っております。 

 次に、２番目の移住定住の相談・支援でございま

す。（１）ですが、課内にワンストップ窓口を設置

しております。 

 また、（２）の暮らしのパーラーですけれども、

こちらは土日、祝日の対応ですとか、現地のアテン

ド等を行っていただいて、相談体制の厚みを増しな

がら取り組んでるところでございます。 

 （３）のＵＩターンの就職促進イベント等の実施

につきましては記載のとおりです。 

 １２ページをご覧ください。次に、（４）、（５）、

（６）につきましては、各種移住支援の施策となっ

ております。実施状況につきましては記載のとおり

です。 

 次に、３番目の高校生の活動支援です。市内の高

校生が一度豊岡を離れても、Ｕターンしてもらうこ

とがとても大事となってまいりますので、ふるさと

への愛着醸成を目的として、高校生、学校が行う活

動等への支援を行っております。本年度は、現在の

ところ２件を実施しておりまして、今後あと３校ぐ

らい実施していただけるような予定と聞いており

ます。 

 次に、ジョブサポ豊岡の運営でございます。進捗
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状況は記載のとおりでございます。 

 次に、５の地域おこし協力隊の推進です。本年度

の６月募集の状況は記載のとおりです。おかげさま

で、３．５倍の応募をいただいております。 

 次に、１３ページをご覧ください。（２）の地域

おこし協力隊の定住や起業に向けた支援のとこで

すが、４月から１０月で任期を終了された方が３名

おられますが、３名とも市内に定住をいただいてお

ります。 

 参考に記載しておりますが、１１月１日現在の隊

員数は４７名となっております。 

 最後に、６番の空き家等の活用促進でございます

が、移住のための重要なアイテムの一つが住む家と

いうことになります。希望は、借家よりは一戸建て

というところ、アパートよりは一戸建てという希望

が多いですので、飛んでるローカル豊岡の掲載物件

の充実を図るために、現在、専用の調査アプリを用

いて空き家の調査を行っているところでございま

す。 

 次に、（２）の学生用シェアハウスの改修補助金

ですが、本年度１件を決定をしております。 

 環境経済課の説明は以上となります。 

○委員長（田中藤一郎） 宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） 大交流課からは、小さ

な世界都市の実現のための戦略の一つであります

大交流の実現に向けて、情報戦略の推進、国内誘客

の推進など、６項目について説明させていただきま

す。大分本数、内容が多いので、できるだけ簡潔に

説明させていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

 １４ページ、１５ページをご覧ください。情報戦

略の推進についてです。市の魅力を多くの人に発信

し、豊岡ファンを増やしていくとともに、現在、各

課で行われている情報発信において、部署横断的に

連携して一体感のある情報発信を行ってまいりま

す。 

 概要及び進捗状況についてですが、１つ目の庁内

の横断的な情報戦略に係る企画調整としまして、情

報発信における各部署間の連携を推進し、市全体の

情報発信力を強化していくため、１０月に市の特徴

的な事業を推進している部署をメンバーとして、庁

内連携組織を立ち上げました。昨日、第１回目とな

る研修などを行っております。 

 次に、豊岡ファンミーティングの開催についてで

す。豊岡演劇祭の期間中に、本市の取組に共感して

くれる方々との交流の場である豊岡ファンミーテ

ィングを開催いたしました。市内各所を回るエクス

カーションと、それから出石永楽館で、豊岡とゆか

りのあるフジテレビアナウンサーの佐々木恭子さ

んを招いたトークセッションを行っております。参

加者は９５名です。 

 また、３番のメディア招集の実施についてですが、

発信力のあるメディアを招聘し、または支援しまし

て、メディアへの掲載数の増加に取り組んでおりま

す。１０月末までの実績は、海外メディア掲載数で

８７４件、国内メディア掲載数６９件の計９４３件

となっております。 

 その他の事業についてはご清覧ください。 

 続きまして、１６ページ、国内誘客の推進につい

てです。いまだに続きます新型コロナウイルス感染

症により疲弊する市内の観光事業者等の方々の現

状に対処するため、反転攻勢をかけるとともに、ポ

ストコロナ社会の新たな需要を取り込み、市内の周

遊を促す各地域の魅力強化を行ってまいります。 

 概要及び進捗状況ですが、まず、１番目、観光協

会等運営支援についてです。各観光協会及び豊岡ツ

ーリズム協会の運営支援として、６つの観光協会へ

５，０４８万２，０００円の補助を行っております。

また、メディア、旅行エージェントの招聘やインタ

ーンシップ事業の支援として、豊岡ツーリズム協会

に４２６万１，０００円の補助を行っております。 

 ２つ目、豊岡観光ＤＸの推進についてです。宿泊

予約データを収集、分析します豊岡観光ＤＸ基盤を

活用し、新たなサービスを展開し顧客満足度を向上

させ、豊岡に対する思い入れが深い来訪者を育てる

豊岡観光ＤＸを推進しています。協議会に参加する

４４施設の宿泊データを蓄積しながら、各施設の予

約管理システム、ＰＭＳですが、の共通化を行い、
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宿泊者に再来訪を促す手法を現在構築中でありま

す。 

 １７ページをご覧ください。３番、ジオパークの

啓発促進です。山陰海岸ジオパークの啓発にも取り

組んでおりまして、今年度はユネスコ世界ジオパー

クの再認定審査が去る１０月９日から１３日にあ

り、対応したところでございます。 

 続きまして、４番目、玄武洞公園整備事業につい

てです。玄武洞公園整備事業につきましては、去る

８月３１日に工事を完了いたしまして、整備工事費

は１億５，９５４万７，０００円となっております。

それに先立ちまして、８月１日からは、有料化ゾー

ンをオープンさせておりまして、８月１日から１０

月末までの入園者数は４万６，２６８人となってお

ります。 

 続きまして、６番目、観光需要早期回復のための

観光キャンペーンについてです。観光需要を早期に

回復させるために、市内の様々な魅力を生かした観

光キャンペーン、「どう転がっても面白いっ 六面

体豊岡」デジタルスタンプラリーキャンペーンを行

いました。実績等については、表に記載のとおりで

す。 

 その他の事業についてはご清覧ください。 

 続きまして、１８ページです。海外戦略の推進に

ついてです。市にとって重要な成長市場でありまし

たインバウンドについては、情報発信や情報提供を

継続して行い、これまでに築いてきました観光地と

しての認知度の維持に努めてまいりました。 

 しかしながら、７月から９月の外国人延べ宿泊者

数は、２０１９年同期比でまだ９１．６％減と、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けてまだ

大幅な減少という状態になっております。ようやく

１０月１１日より入国制限がなくなりまして、ビザ

なし、個人手配での観光が可能となるなど、訪日観

光が再開されることとなりました。それよりも早く

ウエルカムキャンペーンを豊岡市としては開始し、

ターゲットである欧米、豪を中心とした英語圏と台

湾を中心とした繁体字圏の個人旅行客に対して選

ばれる観光地であり続けるよう、誘客促進に取り組

んでおります。 

 概要及び進捗状況についてですが、まず、１番目

のインバウンド誘客促進についてですが、８月から

ウエルカムキャンペーンを実施しまして、９月以降

のサイト閲覧数や宿泊予約数の増加につなげてお

ります。本市外国語版ウェブサイトの閲覧数は、コ

ロナ前の２０１９年の９月から１０月の数と比べ

ても１０％増しておりますし、また、同じ外国語版

ウェブサイト経由の９月から１０月の宿泊予約人

数は、２０１９年同期比の１０％増となっておりま

す。 

 また、９月からは海外の旅行会社やインフルエン

サーを招いたファムトリップも行っておりまして、

既に６社が来訪していただいておりますし、今後も

６社のファムトリップ等を予定しております。 

 １９ページをご覧ください。受入れ体制の強化と

して、持続可能な観光地づくりに向けた事業者セミ

ナーの開催や高付加価値化の観光コンテンツの造

成を行っております。 

 その他の事業についてはご清覧ください。 

 続きまして、２０ページ、２１ページ、芸術文化

観光専門職大学との連携についてです。４月に新た

に８４人の２期生を迎え入れた芸術文化観光専門

職大学ですが、地方創生の新たな拠点として、さら

に連携を深めていきたいと考えております。来年２

月には、２年生の市役所での臨時実務実習が行われ

る予定になっており、豊岡市役所では、４つの部署

で２８名の学生を受け入れる予定です。学生の地域

活動を促し、新しい動きだけではなく、豊岡への定

着につながるような実習に取り組んでまいりたい

と考えております。 

 概要及び進捗状況ですが、１番、まず、芸術文化

観光専門職大学の地域連携ということで、地域連携

事業を大学内に設置されています地域リサーチ＆

イノベーションセンター、通称ＲＩＣと協働して実

施しております。実施事業は、アの豊岡市高大連携

事業実施業務です。実施業務は、市内の高校生、そ

れから高等専修学校生を対象にコミュニケーショ

ンワークショップを行っておりまして、今年度は、
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出石特別支援学校を含む９校で５２回が予定され

ておりまして、現時点で３９回が実施済みでありま

す。 

 そのほかにも、豊岡市ジュニアプレカレッジ事業

ですとか、ヘルス＆スポーツツーリズム事業推進で

すとか、多文化共生推進事業などを実施しておりま

す。 

 続きまして、２２、２３ページ、豊岡演劇祭の開

催支援についてです。昨年は、新型コロナウイルス

感染拡大における緊急事態宣言により開催できな

かった豊岡演劇祭ですが、今年度は、２０２２年９

月１５日の木曜日から２５日の日曜日の１１日間

で開催いたしました。 

 概要及び進捗状況を説明させていただきます。ま

ず、１の実行委員会総会の開催です。実行委員会に

は、本年度から豊岡商工会議所と豊岡市商工会も構

成メンバーに加わっていただきました。そのことに

より、さらに市内事業者との連携、市民の方々が参

加しやすい仕組みを計画してまいりました。 

 そして、開催しました豊岡演劇祭２０２２ですが、

公式、フリンジ、連携の各プログラムを合わせまし

て９７プログラム、そのうち１つは、台風１４号の

影響により中止いたしておりますが、９７プログラ

ムを実施し、延べ来場者数は１万８，２５０人であ

りました。特に、地域連携プログラムとして実施し

たナイトマーケットは、江原と、それから豊岡で計

５日間開催しまして、会場で行われた大道芸などと

ともに、多くの市民の方々が楽しまれました。また、

今回からは本格的に芸術文化観光専門職大学の学

生も実習としてスタッフなどで関わっていただき、

開催を支援していただいております。 

 最後に、２４ページです。城崎国際アートセンタ

ーの運営についてです。市内に世界最先端の舞台芸

術の創作の場があることを最大限に生かすため、着

実にアーティスト・イン・レジデンス事業を行って

いくとともに、さらなる情報発信に努めております。 

 今年度の概要及び進捗状況について説明させて

いただきます。まず、１番のアーティスト・イン・

レジデンス事業についてです。今年度の滞在アーテ

ィストは、昨年度からの延期３組を含めまして、１

９組を予定しておりまして、それぞれのアーティス

トが地域交流プログラムを実施していただいてお

ります。 

 ２番目の文化芸術創造交流事業についてです。豊

岡アートシーズン２０２２を他の市内の文化施設

と連携して実施しておりまして、城崎国際アートセ

ンターでは、今後２作品の公演を予定しております。 

 ２５ページをご覧ください。一番下、７番目のＷ

ＯＲＫＡＴＩＯＮ ＩＮ ＴＯＹＯＯＫＡ＠ＫＩ

ＡＣです。４月１日から利用を開始しましたＷＯＲ

ＫＡＴＩＯＮ ＩＮ ＴＯＹＯＯＫＡ＠ＫＩＡＣ

では、４月から１０月までの半年間で４２件の利用

がありました。 

 その他の事業についてはご清覧ください。 

 大交流課からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 以前にもお聞きしたことがあ

るんですが、改めて、プレミアム商品券、ＰＲＥＭ

ＩＵＭ豊岡プラスですけど、今月の下旬から１２月

頭にかけて発送されるっていうことで、本来、環境

経済課のあれではないかもしれないけど、プレミア

ム商品券のスキームを使って行うっていうことで、

環境経済課が行われてるっていうことでしたので、

使えるのが１月の末までということで、１２月頭に

届いてから１月末まで、期間短いですけど、先日、

朝来でもそういう商品券が発送されるっていうニ

ュースを読んだ際に、朝来では、たしか２月まで使

えるというようなことでした。 

 やはり１月末までということでしょうか。それは

ある意味仕方ないことでしょうか、お聞きします。 

○委員長（田中藤一郎） 課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 今回、交付金を活用

した事業ですので、３月末までに取扱店舗のほうに

も換金を確実に終えないといけないというところ

がありまして、それが終わってから事務処理をして、

かかった事務費も全部精算して整える必要があり
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ます。 

 １月末までにさせてもらってますのは、１月末ま

での買物してもらったものについて、２月の中旬ま

でに各取扱店が整理をされて金融機関に持ってい

かれて、その後、こちら、換金作業、それぞれの店

舗のほうに商品券代の現金をお振り込みするとい

う作業がありますので、それが終わりましてから全

ての事務を精算をして、実績報告を３月末までに上

げるというスケジュールになりますので、２月末ま

でといいますと、３月末にちょっと事務を終えるこ

とができませんので、１月末でご容赦いただきたい

というふうに考えているところでございます。以上

です。 

○委員長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 朝来はできるんですかね、多

分。何でなんでしょうか、分かりますか。 

○委員長（田中藤一郎） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 他市の状況につきま

して細かいところまでは確認はしておりませんが、

今回発行させてもらいます件数が、一応予定、全世

帯になりますので、豊岡市の７万８，０００人の方

に一応全員お配りする、どれだけ使われるかってい

うのは分かりませんけれども、それだけの枚数と、

それから、多くの、９００近い店舗の振り分けとか

ございますので、他市と同じ事務ができないかと言

われると、ちょっと量的に豊岡としては１月末で締

切りを切らせていただかないと対応ができないと

いうふうに判断しております。以上です。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（田中藤一郎） そのほかありませんか。 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） 同じくプレミアム商品券につ

いて、ちょっと確認させていただきたいんですけど、

今販売されてるＰＲＥＭＩＵＭ豊岡、１０月末で６

５．５％ということで、各家庭によっては、配布は

されてるけど、なかなかすぐに購入ができない方も

いらっしゃって、例えば冬のボーナスが入ってから

購入しようかという、考える方もおられるように聞

いております。 

 その中で、私が聞く中ではかなり評価がよくて、

大変使いやすいという点もある中で、締切り、利用

期間も決まってるんですけど、これが例えばもう来

年に入って、販売状況がもう少し伸び悩むようであ

れば、何か新たな手だてをして、できるだけこの市

内にお金が落ちるような施策を考えておられるの

かというの、１点。 

 今回ＰＲＥＭＩＵＭ豊岡プラスのほうも出てき

ますので、買える方はまたＰＲＥＭＩＵＭ豊岡プラ

スでいいんですけど、来年、年明けたぐらいに、こ

の販売率が例えば７５％ぐらいで止まってますよ

ねとなったときに、できるだけ１００パーに近づく

ような施策を何か考えておられるのか含めて、ちょ

っと確認をさせていただきたいと思います。以上で

す。 

○委員長（田中藤一郎） 課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 予定しております枚

数がちょっと売れ残った場合どうだということ。 

○委員（太田 智博） はい、そうです。 

○環境経済課長（冨岡  隆） そのことについても

検討はしておるんですけれども、他市、他県の他市

になりますが、早い者順みたいなとこで販売された

ときに、大変混乱も生じたっていうようなこともご

ざいます。平成２６年か２７年のときも商品券をし

て、そのときも売れ残ったものについて先着順で販

売を追加でしたこともあるんですが、そのときも大

変な混乱ができましたので、今回は限られてる期間

もあります、時間もありますし、それから、新たに

１２月に５，０００円の各戸配布を予定しておりま

すので、現時点では売れ残った場合、追加で販売す

るってことは考えておりません。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 太田委員。 

○委員（太田 智博） はい。 

○委員長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 本当に同様のような質問させ

ていただこうと思ったんですけど、今のお話で大方

分かったんですが、これ、何でしょう、交付金があ

って使われる中で、僕も追加で販売したらいいんじ
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ゃないかなと思ってたんですけど、されないという

ことなんですけど、残った分はどうされるんですか。

予算が残る場合。 

○委員長（田中藤一郎） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 交付金の活用はこの

事業だけでありませんので、最終的に、過不足につ

いては財政課のほうの運営と考えておりますが、こ

の財源が余った場合、来年も繰越しができるかどう

かというところで変わってくるかなと思うんです

が、もし繰越しができないとなれば、この事業も含

めて、予算残のところは国に返却ということの手続

になるのかなっていうふうには考えております。 

○委員長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 多分そうだろうなと思ってい

て、せっかく国から交付していただいてるものもあ

るので、できれば地域内に落ちるような形でお考え

いただけたらうれしいなと思います。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） ２点伺っておきたいと思いま

す。 

 今、六面体事業の中でもどの程度の参加人数があ

ったということはこの指標で出していただいてま

すから、本来の事業の目的は、これによって城崎に

集中してる観光客をどういうふうに分散させるか

という視点で見たときに、この事業によってどのよ

うに分散が達成できたのかという点について、どの

ように、何らかのＫＰＩを持ってらっしゃる、もし

くは想定されてるのがあれば、その点をお聞かせく

ださい。 

 もしくは、資料がもし委員長が許されるのであれ

ば、頂きたいと思います。 

 それともう１点、ファンミーティング、今年度、

新しくこちらのほうでやったんですが、今回の実績

というか、手応えについてどのようなことを考えら

れてるのか、もしくは来年度にどう生かしていくの

かについてこの２点について。 

○委員長（田中藤一郎） 宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） １点目の「どう転がっ

ても面白いっ 六面体豊岡」デジタルスタンプキャ

ンペーンの実績及び結果についてなんですが、市内

周遊のほうで、そういった指標というのは、なかな

かこちらも把握できづらいところもありますので、

持っておる指標として一番近しいところは、市外の

参加者の方々が平均の滞在日数がどれぐらい伸び

たのかっていうところにちょっと起因するのかな

というふうに思っておりますので、その部分で言い

ますと、春キャンペーンの部分では１．９５日と、

前年同期比に比べて約８．３％ぐらい増しておりま

す。それから、夏キャンペーンについては２．０５

日の平均滞在日数となっておりまして、前年の同期

比としては１２％ぐらいの増となっておりますの

で、市内を周遊してもらう、またどこかに滞在が延

びて、泊数が伸びてるということであれば、ある程

度の周遊効果があったのかなというふうに思って

おります。 

 それから、もう一つ言うのであれば、クーポンを

同時に発行しておりまして、そのクーポンの延べ利

用回数としては、使っていただいたところが出石だ

とか、そういったところもありますので、そういっ

たところでの利用が伸びていれば、周遊効果もあっ

たのかなというふうな判断をしております。 

 それから、豊岡ファンミーティングの件につきま

してですが、今年度かなり豊岡に関わっておられる

市内の方々等のトークイベントということで開催

させていただいた中では、やっぱり豊岡のことをす

ごく非常に深く思ってくれている方々のお話を聞

けたということで、参加していただいた東京などか

ら来られた約２０名の方々、今回本当に最初は３０

名ぐらいの参加があったんですが、台風１４号の影

響を受けまして、人数が減って２０名ぐらいになっ

たんですが、その方々の評価も、本当に豊岡のこと

を愛している市民の方々がおられるということで、

すごくそこには共感していただきまして、一定の効

果は上がったのかなというふうに思っています。 

 それで、いろんな、そこからそれぞれの参加者が

どういった形でまた豊岡のために何かできるのか

なというような思いを持っていただけたっていう
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ふうには感じておりますので、こういった効果をう

まく利用して、豊岡のファンを増やしていきたいと

いうふうには今現在考えております。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） ここでのデジタルスタンプラ

リーについては、できれば、せっかくデジタルなの

で、どのポイントがどれぐらいのアクセスがあった

のかとか、スタンプをされたのか、そういったもの

があれば一定の、もっと詳細なものと思いますので、

そんなデータがもし今後取れるんであれば、そうし

ていただきたいなと思います。 

 それから、ファンミーティングもトライアルとい

う変化をさせてきてるんですけども、来年度それの

反省を活かしていただきたいと思います。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 そのほか。 

 そうしましたら、ちょっと私も２点ほど教えてい

ただきたいと思います。 

 環境経済部のほうの伝統産業の後継者問題の中

で、地域おこしの方々がその後、豊岡のほうに定住

していただいとるという方が多いという中で、直接

その方々にちょっとお話を聞くと、例えば伝統的工

芸品の方々というようなことを併せると、非常に定

住していきたい気持ちがあるものの、費用的なとこ

ろで非常にある意味ちょっと苦しんでおられるっ

ていう話を聞いております。そういったいろんな定

住に向けての施策はあるんですけど、別枠というん

でしょうか、やっぱり豊岡の文化だったり、継承す

る産業のことでもあるわけで、何かあるのかないの

かを１点聞かせていただきたいのと、やはり大交流

のほうでも、コロナがあるものの、国のほうはウィ

ズコロナに方向を切っておりますので、インバウン

ドっていうふうなところ、非常に大きなポイントに

なっていくんだというふうに思います。 

 ただ、これは各地域でも、各市、県も併せたとこ

ろで、非常に力を入れていく中で、豊岡市として、

僕がよく使う言葉で、豊岡市オリジナル的な政策だ

ったり付加加価だったりっていうのが考えられて

るのかいないのか。これまでのＰＲだとか、そうい

った形だけでやろうと考えておられるのか、その２

点ちょっと教えていただきたいと思います。 

 課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） では、最初の伝統工

芸の後継者の方のほうの支援につきまして説明を

させていただきます。 

 別枠でというお話でしたけども、実は地域おこし

協力隊の方が任期を終えて豊岡市で起業しようと

される場合は、そこで事務所等の経費の整備があり

ますので、それに係る費用の２分の１、上限２００

万円いうことでさせてもらっておりますが、そうい

う別の補助を用意しておりますので、またご相談い

ただけたらというふうに考えております。 

 環境経済課のほうは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） 市としてのインバウン

ド向けのオリジナルな政策としましては、いち早く

高付加価値化に取り組んでおりまして、コウノトリ

ツーリズムとしまして、市内の自然や文化など、産

業をテーマとした体験型の高付加価値ツーリズム

の商品造成のほうに取り組んでおります。 

○委員長（田中藤一郎） 分かりました。 

 情報等々、１つ目のほうですけれども、情報等々

またしっかりとおられる方にはしとられるかもし

れないんですけれども、できる限りそういったとこ

ろをしっかり伝えておいていただきたいというの

が１つと、インバウンドのほう、体験型っていうの

はやはり民間の方々の協力があっての形だという

ふうに思いますので、言うのは簡単なんですけれど

も、やはりそういった初めて体験をされる方って、

やっぱり若干恐らくいろいろ体験する中で、なかな

か一歩出てこない。お客さんが来るんかな、来うへ

んのかなというようなことがあったりだとかしま

すので、ただ、一歩踏んでいただくと、意外と受け

入れしていただけるっていうようなところで、です

ので、最初の一歩をどれだけしっかりアプローチだ

ったり、何かちょっと特別な支援といいましょうか、

そうすることによって、こうした費用はちょっと見

直そうとかいうふうな形を最初取ることによって、
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今後は民間の力を生かしていけるのかなというふ

うに思いますので、そういった方向づけをしっかり

やっていただきたいなというふうに、その点あたり

どうでしょうか、考えられますか。 

 どうぞ。 

○大交流課長（宮垣  均） 今現在やっております

この高付加価値のツーリズムの商品造成というの

は、近畿運輸局さんの事業が直接でして、その事業

費を活用して、こちらが体験メニューをつくらせて

いただいてるような形ですので、民間事業者の方々

には直接的な経費はかかっておりませんので、一歩

を踏み出すための部分として、そういった事業を活

用させてやっております。 

○委員長（田中藤一郎） 十分ＰＲといいましょうか、

情報提供だけはしっかりと。 

 そのほか、大丈夫ですか。 

 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） すみません、ちょっと１つだ

け。 

 アートセンターの運営は非常に重要な問題だと

思ってまして、こないだも関係者の方々といろいろ

と懇談をしたんですけども、１つは、前々から議会

のほうでも課題になってますアーティスト・イン・

レジデンスの完全な無料化っていうもの、トイレッ

トペーパー代ぐらいはもらったらいいんじゃない

かなっていうような部分の議論はその後どうなっ

てるかというのと、あと、テレワークについても、

これ、半年間で４２件ということは、演劇祭のとき

を除くとほとんどゼロに等しいっていうような計

算になるんですが、結局は、前々から課題になって

ます、今やってるものに、以外に、非常に観光客や

市民にとっても、そこに訪れる理由がないというか、

魅力を感じないっていうのが非常に僕は大きな問

題だと思ってまして、前にも質問しましたけども、

運営費はあっても、職員が何か考えて、ああしたい、

こうしたいっていう工夫ができないような状況に

あると。要はそういう予算がないっていうような。

だから、非常にこの、何かもう問題だらけっていう

ふうに捉えてるというか、ごめんなさい、ちょっと

その辺の今の対応はどのような感じでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） まず、１つ目の部分で

すが、基本的には寄附という、滞在アーティストへ

の寄附を促したり、それから多くの方々にこの事業

のよさ、大切さを分かってもらって寄附を促してい

くという方向性で現在取組を進めておるところで

す。 

 ２つ目のＷＯＲＫＡＴＩＯＮ ＩＮ ＴＯＹＯ

ＯＫＡについてですが、多い月では１０件程度、月

であります。９月の演劇祭はもちろん多かったんで

すが、それ以外の月でも、多いときは１０件程度が

ありますが、少ないときはやっぱり５件を切るぐら

いの月もありますので、まだまだ認知が全然進んで

いないというふうなことがあろうかと思います。 

 そういった意味では、夏休みの期間中だったんで

すが、市内の大学生以下の学生が使うときには無料

にさせていただいて、そういったところでの利用促

進、周知っていうことを今後続けていきたいなとい

うふうに今考えておりまして、例えば冬休み期間で

すとか、春休み期間などの学生さんの休みの日なん

かにも同じような取組を続けさせていただく中で、

利用者を増やしていきたいというふうに考えて取

り組んでまいるところです。 

○委員長（田中藤一郎） 芹澤副委員長さん。 

○委員（芹澤 正志） またというか、今後、なかな

か非常に大きな課題ですので、またこの辺、よろし

くお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） 浅田委員、どうぞ。 

○委員（浅田  徹） １点だけ教えてください。 

 大交流課のほうから説明を受けました、庁内に横

断的な情報戦略をという組織をということがあり

ました。第１回目の１０月というふうなことがあっ

たわけですけども、当初、これ、スタートさせたと

きの狙いですね。ちょっと開催してみて、今後、非

常にこれが短い文章ですけども。どういうものが主

に話されて、第１回目ですから、何を目指されるの

か、その辺のとこをお願いしたいのと、そこに今組

織的に入っておられる庁内の対応されるいろんな
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部署があると思いますけども、それについて教えて

いただきたい。 

○委員長（田中藤一郎） 宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） まず、庁内の連携組織

として立ち上げたところに参画していただいてる

部署ですが、まずは、移住定住係、それからグッド

ローカル農業推進室、それから地球温暖化対策室、

コウノトリ共生課、ジェンダーギャップ推進室、そ

れから学校教育、コミュニケーション教育を進めて

おります部署です、それから大交流課と、それから

観光文化戦略室というようなメンバーでまずは立

ち上げさせていただいております。 

 今後なんですが、まずは、今、市外、市内向けに

様々な媒体等を活用して情報発信をそれぞれの部

署でやっておりますが、目的、ターゲットはもちろ

ん違うので、一足飛びに全てを整備するっていうこ

とはできませんが、そういったことも含めて、まず、

情報発信の在り方をどうしていくのかっていうこ

とをその庁内連携組織の中で戦略体系図を作らせ

ていただいて、今後どういう方向性に進めていくの

かっていうことをそろえて、みんな目標をそろえて

取り組んでまいるということを考えております。 

 また、もう一つの目的としては、情報発信をして

いる担当の係、それから担当者、その一人一人の情

報発信力を上げていくっていうことを目的として

この組織は立ち上げておりますので、もう一つの狙

いとして、情報発信力を上げていくということで組

織を今後運営してまいりたいと考えております。 

○委員長（田中藤一郎） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） なかなか将来に向けてて、も

う大事な、注視したい組織だと思ってます。本当に

こういういろんな、どういうふうにまとめられてい

くか、また、まとめていいものか、独自性を出すい

うのがなかなか難しいと思います。やはりこれ、物

すごく組織としては、特にまだ、どういいますか、

そういう形の会議の在り方とか、予算づけとか、意

識づけも含めてですけども、もう少しやっぱりその

辺力を入れていただいて、こういうのがタッグにな

って全体をしっかり、監督じゃないです、いかに一

つに豊岡がなるといいますか、やはり個々ばらばら

じゃなくて、大事なことだと思いますので、しっか

りとやっていっていただきたい。またこのことにつ

いてはいろいろと今後教えていただければなと思

っております。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） それでは、次に行きたいと

思います。 

 次に、コウノトリ共生部、説明をお願いをいたし

ます。 

 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 農林水産課の事務概

要は、２６ページから３７ページまで、７つありま

す。 

 ２６ページの有害鳥獣対策事業の推進から２８

ページの新規就農者の確保・育成事業の推進までを

私、柳沢が、そして、３０ページの農業ビジョンの

推進から３２ページのコウノトリ育む農法の推進

までを山本参事が、３４ページの農業用施設管理及

び基盤整備促進事業から３６ページの林業の振興

までを村田参事が説明をさせていただきます。 

 では、２６ページをご覧ください。有害鳥獣対策

事業の推進についてです。 

 現況と課題、基本方針ですが、野生動物による作

物被害が後を絶たず、農業者にとっては大きな問題

であります。農業者の生産意欲の減退、あるいは農

地の荒廃につながっていきますので、継続した対応

が必要です。現在、防除対策と捕獲対策の両輪で対

応を進めているところでございます。 

 今年度の進捗状況ですが、１番目の防除対策につ

いては、まず、国、県の支援を受ける鳥獣被害防止

総合対策事業による柵の設置を５地区で実施中で

ございます。金網柵は１地区で１，５００メートル、

ワイヤメッシュ柵は３地区で７，２３０メートル、

電気柵は１地区で１，４８０メートルをそれぞれ設

置をいたします。 

 市単独の事業による柵の設置は、農会対応分が、

防護柵で３地区、捕獲柵で５地区、それぞれ取り組

んでいただいております。また、個人への対応とし

まして、高齢者等生きがい対策事業では、３４人が
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ご自分の畑等の防除対策を取っていただいており

ます。 

 ニホンザル被害対策事業では、１人が取り組んで

いただいている状況でございます。 

 ２番目の捕獲対策につきましては、市の事業とし

て、狩猟免許取得促進事業、これは取得の補助でご

ざいますけれども、これまでに銃猟１名、わな猟２

名の合計３名に補助をさせていただいております。 

 有害捕獲につきましては、９月末現在の捕獲数は、

鹿が２，４０１頭、カワウが３０９羽という実績で

す。鹿の捕獲頭数につきましては、昨年と比較して

５００頭ほど減っている状況でございます。 

 専任班による捕獲頭数については記載のとおり

ですので、ご清覧ください。 

 続きまして、２８ページをご覧ください。新規就

農者の確保・育成事業の推進、豊岡農業スクールの

開校事業、若手農家支援に向けた取組についてです。 

 現況と課題、基本方針です。農家の減少と農家の

高齢化が進む中で、農業を支える人材がますます不

足していくことが予測されております。このことか

ら、新規就農者を増やすことが必要だというふうに

認識をしております。 

 特に若い方や市外からの移住者を対象に就農を

進めるということを強めておりまして、技術を学ぶ

農業スクールの実施、そして、農業を始める際の初

期投資費用等の支援を行うこととしております。 

 進捗状況でございますが、大きな１番の地方創生

交付金事業の農業スクールは、今年度入校者３名、

昨年からの継続者が１名、計４名が現在研修中でご

ざいます。 

 研修の内容等は記載のとおりです。ご清覧をくだ

さい。 

 大きな２番目の新規就農総合支援事業につきま

しては、国の制度が今年度から変更となっており、

（１）のアの農業次世代人材投資資金は、旧制度給

付金となりますけれども、１３名の方に交付をする

予定にしております。 

 イの新規就農者育成総合対策は、新年度の事業で、

（ア）の経営発展支援事業として、機械整備の補助

になります。（イ）の経営開始資金の交付は、資金

の交付になりますけれども、３名に行う予定にして

おります。 

 ウの経営継承発展支援事業は、経営継承を行う農

家を支援するもので、４経営体を予定しております。 

 （２）の若手農家支援事業は、市単独事業で、農

業用機械の導入を補助するものでございます。今年

度は１名に対して交付をしております。 

 私からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 山本参事。 

○農林水産課参事（山本 隆之） それでは、引き続

き３０ページをご覧ください。農業ビジョンの推進

についてです。 

 現況と課題、基本方針ですが、２０１９年度に策

定した農業ビジョンに沿って、１０年先を見据えて

農業を守る取組を展開することとし、持続可能で幸

せを感じる社会の実現に貢献する農業の在り方を

豊岡グッドローカル農業と表現して進めることと

しております。 

 概要については、農業ビジョンの取組を具体化し、

推進するため、農業ビジョン推進委員会を設置して

進めてまいります。さらに、推進委員会の下にプロ

ジェクトチームを設置し、新たな支援施策等につい

て、より具体的に検討してまいります。また、豊岡

グッドローカル農業について広く知っていただく

ための情報発信やイベントを開催してまいります。 

 これら農業ビジョンの推進に当たりまして、昨年

度に引き続き、総務省の地域活性化起業人交流プロ

グラムを活用し、外部人材を１名配置しております。 

 ３１ページをご覧ください。進捗状況ですけども、

ビジョンの施策展開について意見交換をいたしま

す農業ビジョン推進委員会を１回開催し、今後の具

体的なプロジェクトについて検討をするチーム会

議を３回開催しております。 

 また、情報発信については、ＳＮＳを活用し随時

行っております。それぞれのフォロワー数について

は記載のとおりですので、ご清覧をください。 

 続きまして、３２ページをご覧ください。コウノ

トリ育む農法の推進についてです。 
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 現況と課題、基本方針ですが、コウノトリ育む農

法による栽培面積は、２０２１年度４３４．６ヘク

タールとなり、無農薬栽培のお米は一般米の約２倍

の価格で買い取られ、生産者所得の向上につながっ

ております。 

 概要についてですけども、コウノトリ育む農法の

取組面積拡大に向けて、モデル農家の経営を分析、

見える化することにより、新規取組農家の増加を目

指すとともに、専門家より取組面積拡大の課題解決

に向けた提言を受けることとしております。 

 このほか、生産者と共に小学校でのコウノトリ育

む農法に関する授業の実施やイベント出店による

コウノトリ育む農法のＰＲを行ってまいります。 

 なお、新型コロナウイルスの影響により販促活動

は先行きが見通せない状況もあるため、今後の状況

を見極めながら進めたいと考えております。 

 進捗状況ですけども、コウノトリ育む農法の取組

面積拡大についてのアドバイザリー業務について、

アグリコメント株式会社と委託契約を締結してお

ります。 

 また、コウノトリ育む農法による生息環境調査と

して、特にカエルの生息状況を指標として調査を行

うため、ＮＰＯ法人コウノトリ市民研究所に業務委

託を行っております。 

 普及ＰＲとしましては、コウノトリ育む農法に関

する出前授業を市内１３小学校で開催するととも

に、事業に関わりのある団体様からお声かけをいた

だきまして、関東や阪神間でのＰＲを行っておると

こでございます。 

 私からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 一紀） 引き続き３４ペー

ジをご覧ください。農業用施設管理及び基盤整備促

進事業についてでございます。市が直接管理してい

ます広域基幹農道の維持管理事業と土地改良区な

ど、農業者の皆さんの要望にお応えする事業を進め

ております。 

 概要及び進捗状況ですが、事業主体が兵庫県の案

件からご説明をさせていただきます。１つ目、北但

地区農道橋耐震化及び長寿命化事業でございます。

耐震化事業は、現在進捗率１０％になっております。 

 次に、長寿命化事業といたしまして、蓼川大橋の

鋼材部の塗装工事はようやく契約締結を行いまし

て、工事の着手のただいま準備を進めているところ

とお聞きをしております。 

 以降の事業は、事業主体が本市豊岡市となります。

２番目の基幹農道トンネルＬＥＤ化事業でござい

ます。本年度は、出石から但東に通じますいずたん

トンネルのトンネル照明のＬＥＤ化等の更新をす

る工事を実施しておりまして、現在の進捗率は１

０％でございます。この事業につきましては、現在

コロナ禍によりまして、資材がなかなか入ってこな

いというような状況があります。引き続き業者とも

調整をしまして、早く工事着手ができるように段取

りを進めているところでございます。 

 次に、農免農道安全対策事業でございます。日高

町山宮の清滝農免農道の擁壁変状に伴います補強

工事をただいま進めております。進捗率はご清覧の

とおりでございます。 

 次に、４番目、内町地区圃場整備事業でございま

す。これにつきましては、県からの受託をいたして

おりまして、市が代わりに工事をしておるものでご

ざいます。圃場整備工事は現在１０％の進捗でござ

います。計画策定については、換地計画の策定をい

たしております。１月下旬の発注とただいま予定を

いたしております。 

 続きまして、３５ページをお開きください。多面

的機能支払交付金の事業でございます。 

 基本方針では、地域共同によります農地及び農業

用施設の保全管理活動といたしまして、共同活動の

支援を行うものでございます。また、長寿命化活動

支援を行い、老朽化が進む農業用排水路など、長寿

命化のための補修、更新を促進するといたしており

ます。 

 概要及び進捗状況をご覧ください。１つ目の共同

活動の支援でございます。対象及び単価については

ご清覧のとおりで、１２３組織への交付額は１億４，

１４０万８，０００円となっております。 
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 次に、２番目の施設の長寿命化の支援でございま

す。同じく対象及び単価はご清覧のとおりで、９３

組織への交付額は７，０６６万５，０００円という

ことになっております。現在、交付額に基づきまし

て、各組織において本年度の実績報告等の作成に当

たっていただいているところでございます。 

 続きまして、３６ページをお開きください。林業

の振興についてでございます。 

 概要及び進捗状況をご覧ください。１つ目の市行

造林事業につきまして、保育事業２０．２７ヘクタ

ールを２か所で実施をしております。作業道開設は

８３９メートルを２か所で実施中でございまして、

現在の進捗率は８５％となっております。 

 ２つ目の森林管理１００％作戦促進事業につき

ましては、森林所有者が造林事業を行うものでござ

いまして、間伐や作業道開設に対して、一部を県と

市が連携して補助を行うものでございます。ご覧の

事業を実施中でございまして、現在の進捗は５０％

となっております。 

 続いて、３番目の混交林の事業でございます。高

齢の人工林を対象に、林業事業者が事業主体となっ

て、災害に強い森づくりを目指して、３年サイクル

を基本に行うものでございます。ご覧の事業量に対

して、現在、県への補助金交付申請を行っておりま

す。 

 続いて、４番目、森林環境整備事業でございます。

この事業につきましては、主なものといたしまして、

豊岡市の森林・林業ビジョン検討委員会の運営を本

年２回開催を行いました。１０月には検討委員会か

ら市長へビジョン案が手渡されました。現在、年内

のパブリックコメントの準備をいたしているとこ

ろでございます。 

 また、森林環境保全対策事業の補助金につきまし

ては、緊急度の高い危険木の伐採等、比較的小規模

な森林の課題を改善するための補助制度でござい

まして、実施済み２件、実施中２件となっておりま

す。 

 以上で農林水産課の主な事業は終わりとさせて

いただきます。 

○委員長（田中藤一郎） はい。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 資料は３８ペ

ージをご覧ください。まず、現況と基本方針です。

２００５年の放鳥から丸１６年が経過しまして、現

在、野外のコウノトリの繁殖地は１府７県、個体数

は３００羽を超え、様々な課題を抱えながらも、野

生復帰が進んでいるというふうに考えております。 

 本市では今年、２０１３年に策定した生物多様性

地域戦略の改定を進めておりますが、生物多様性の

保全は、地球温暖化の防止であるとか、防災、こう

いった対策としても有効に働くことが分かってお

りまして、今後も市民との協働による自然環境の整

備やコウノトリをシンボルとした地域づくりを進

め、人とコウノトリが、自然が共生するまちづくり

を進めてまいりたいというふうに考えております。 

 次に、業務の概要と進捗について説明させていた

だきます。まず、コウノトリと共に生きるまちづく

りの推進についてですが、加陽湿地や戸島湿地など

の大型湿地に市内外のボランティアを受け入れ、適

正な管理に努めるとともに、休耕田を活用した水田

ビオトープ、こちらも進めており、今年度は３１か

所、約１２ヘクタールで契約しております。 

 次に、３９ページをご覧ください。次世代育成及

び交流についてですが、市が主催しておりますコウ

ノトリＫＩＤＳクラブの運営は今年で１１年目に

入りました。ＫＩＤＳクラブの卒業生が中学生にな

っても、ＫＩＤＳプラスとして参加してくれるよう

になっておりまして、少しずつですが、知識を深め

て、自分の言葉でコウノトリ野生復帰の取組などを

語れる子供たちが増えているというふうに実感し

ているところです。 

 最後に、生物多様性の推進ですが、市民の自然再

生活動や学習支援のほか、アベサンショウウオをは

じめとする希少種の保護、アメリカザリガニやオオ

キンケイギクをはじめとする外来種の駆除等を同

時に進めております。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 資料４０ページをご
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覧ください。地籍調査事業の推進につい説明いたし

ます。 

 地籍調査は、国土調査法に基づき、一筆ごとの土

地の所有者、地番、地目を調査し、筆界を確認し、

面積の測量を行い、成果として地籍図及び地籍簿を

作成します。その成果は、土地権利者等の閲覧、国

や県の認証を受けた後に法務局へ送付し、既存の登

記簿、地図が修正されます。 

 現況と課題としましては、現在は、国が重点的に

推進します防災・減災対策に資する土砂災害等の危

険箇所や公共事業連携を図れる区域を中心に調査

を推進しています。 

 特に公共事業連携では、先行地籍調査事業により

まして、山陰近畿自動車道の豊岡北から竹野間にお

きましては、昨年度に引き続き、江野、竹野町林の

現地立会い調査を実施しています。また、豊岡北か

ら城崎間におきましても、昨年度に引き続き、滝及

び森津の一部地域の現地立会い調査を実施してい

ます。 

 これらに加え、今まで北近畿豊岡自動車道関係の

調査してました区域に隣接する箇所など、平野部の

調査を進めていく方向ですが、国が調査重点箇所と

する災害対策に資する区域との合致が難しくなっ

てきておりまして、調査の進め方が課題となってお

ります。 

 なお、登記修正を完了しました区域は、地籍調査

事業支援システムを活用しまして、地籍調査の成果

管理と一筆図証明などの発行を行っています。 

 基本方針としましては、地元住民や地権者の調査

に対する理解と協力を得るため、現地立会い調査の

開始までに地元説明会や地権者説明会を開催し、各

地区ごとに推進委員を組織していただき、円滑な調

査事業の推進に努めます。 

 また、筆界確認等に関しましては、豊富な知見を

有し、現地立会いの調査能力の高い土地家屋調査士

に業務委託を行うことで、より精度の高い調査への

取組を進めます。 

 概要及び進捗状況ですが、地籍調査は１つの区域

を通常３年で完了させます。 

 １番の進捗率ですが、今年度末で１３．６％とな

る見込みです。 

 ２番の調査図素図作成、図根三角測量ですが、こ

れは主に、現地立会い調査前の準備で、１年目の工

程です。全区域作業中です。 

 ３番の現地立会い調査、詳細測量ですが、これは

２年目の工程です。筆界確認の現地立会いは全区域

終了し、現在は測量を実施しています。 

 ４番の地籍簿案、地籍図案作成、閲覧ですが、こ

れは３年目の工程です。全区域、地籍簿、地籍図案

は作成済みで、１０月に閲覧を終了し、国や県への

認証請求に向け、申請書類を作成中です。 

 ５番の地籍調査の成果管理ですが、地籍調査事務

支援システムによりまして、調査を完了しました箇

所を順次登録し、管理しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 ご質問等はございませんか。よろしいですか。 

 須山委員、どうぞ。 

○委員（須山 泰一） 豊岡農業スクール、２１年度

２８名ですけど、２１年度、入校生１名、２２年度、

入校生が３名、計４名ということで、農業の後継者

が、平均年齢、現在７１歳とか、上に書いてますけ

ど、後を継ぐ若い人がやはり増えるように努力され

ていると思いますが、この豊岡農業スクールってい

うのは、大体人数も、昨年１名、今年３名と、こう

いう感じなんでしょうか。 

 ここに地域おこし協力隊の方とかもこういうと

ころに関わるんでしょうか。お聞きします。 

○委員長（田中藤一郎） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 農業スクールにつき

ましては、２０１３年から開所をさせていただきま

して、今年で１０年目ということでございます。毎

年３名で１０年間で３０名の新規就農者を育てた

いということで来ております。 

 昨年までに卒業されて、農業のほうに進んでいた

だいた方が２３人ということで、卒業生全ての方が

農業に従事していただいているというような状況

でございます。現在の４名が順調に卒業して、就農
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していただきますと２７名ということになります。 

 また、新年度の予算でご提案をさせていただくよ

うに進めたいというふうに思っておりますけれど

も、第２期として、次の１０年間のことも考えてい

きたいというふうに思っております。その中では、

年間３人としていましたものを何とか５名という

ふうな形で増やして、１０年間５０名の目標を立て

てやっていきたいというふうなことを今思ってお

るところです。 

 あと、地域おこし協力隊の関係でございますけれ

ども、地域おこし協力隊が農業分野で活躍をしてい

ただいているというのが今３名ございます。その方

とスクールの関係はイコールではございませんけ

れども、農業分野で今活躍をしていただいてる地域

おこし協力隊は、農業自体で就農するというふうな

ことよりも、農業と何かを併せて自分らでやりたい

というようなところの活動を主に支援してるとい

うふうな状況でございます。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 須山委員、よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。ありがとうございます。

いいです。 

○委員長（田中藤一郎） それでは、時間が押してお

りますので、続いて、都市整備部の説明を簡潔にお

願いします。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課からは、２件の事

務概要についてご説明させていただきます。 

 まず、４１ページをご覧ください。市道整備の推

進です。市道につきましては、豊岡市道路整備計画

に基づきまして、幹線道路を中心に整備を行ってお

ります。基本的には、継続路線については早期完了

目指して事業を進めてまいっております。 

 概要及び進捗状況です。まず、１番の市道福田宮

井線、栃江橋です。こちらにつきましては、奈佐川

に架かります橋梁で、既に橋梁部は完成しており、

現在、整備工事が実施中ですが、今後、右岸側の県

道辻福田線の交差点改良等の工事を発注、実施予定

となっております。完成につきましては、来年の夏

頃になると考えております。その後、古い橋の撤去

に着手する予定です。 

 なお、旧道から新しい道路への切替えが必要なこ

とから、去る１１月の５日に、橋梁部を含めて、部

分的には供用をしております。 

 続きまして、２番目の市道上野線、上野橋の橋梁

整備です。こちらは、出石川に架かる橋梁でして、

橋台２基、それから橋脚２基は全て完成をしており

まして、今年度、現在は橋梁の上部工の桁製作を発

注しております。また、左岸側の県道に至るとり合

い道路ボックスカルバート１基についても工事発

注済みで、今後、現場着手予定となっております。 

 ３番目の市道池上日吉線道路改良事業です。こち

らは、日高町の鶴岡から松岡の区間です。排水路に

蓋をして歩道を整備する工事ですが、歩道部の整備

は全て完成しておりまして、これから舗装工事を行

いまして、今年度中には事業完成予定となっており

ます。 

 ４番の市道風早線道路改良工事です。こちらは、

城崎町楽々浦の工事です。こちらも継続して道路改

良工事を行っております新城崎大橋の開通が２０

２４年度とお聞きしておりますので、そこまでには

完成をさせたいというふうに考えております。 

 続きまして、５番の市道片鍋一日市線道路改良事

業です。こちらは新規事業です。３年前に小学生の

児童が横断歩道を塞ぐように渋滞していた車列の

間を抜けて道を渡ろうとして、対向車にはねられて

死亡するという痛ましい事故が発生した箇所です。 

 こちらにつきましては、水路を暗渠構造にして右

折レーンを設置するなどして、渋滞を解消しようと

する事業です。今年度は、測量、地質調査、道路脇

の詳細設計を現在実施中です。 

 次に、６番の市道藤井中森線道路改良事業です。

こちらも新規事業で、日高町藤井の地区で行ってお

ります。こちらも今年度につきましては、測量、そ

れから詳細設計ということで現在業務を実施中で

す。 

 続きまして、４２ページをご覧ください。橋梁長

寿命化事業の推進です。現在、豊岡市では、市道の

橋梁ということで１，２４８橋の橋を管理しており
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ます。その中には老朽橋梁も多く、安全性、信頼性

の確保と効率的な維持管理が求められております。

これまでは、損傷が大きくなってから補修であった

り、架け替えを行っていましたが、各橋梁の重要性

や損傷状況に応じた計画的な早めの補修、架け替え

を実施することとして、豊岡市橋梁長寿命化修繕計

画を策定して、これに基づいて長寿命化事業を推進

をしております。 

 概要及び進捗状況ですが、補修工事ですが、五条

大橋ほか６橋、橋梁補修工事ということで、現在、

施工中は３橋、それから、入札準備中２橋としてお

りますが、この２橋とも昨日入札が行われまして、

業者が決まっております。それから、設計中が２橋

ということになっております。 

 業務委託につきましては、大門橋ほか２橋、橋梁

補修設計ということで、次年度以降に橋梁補修工事

をするための設計を３橋で実施中です。 

 それから、道路橋定期点検ということで、５年に

一度の法定点検が義務づけられておりますので、今

年度につきましては、現在２３７橋の橋梁の点検を

実施中です。 

 建設課からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 簡潔に。 

○都市整備課長（久田  渉） ４３ページをご覧く

ださい。市が管理をしてます公園につきましては、

優先順位を定めまして、予算の範囲内で補修、修繕

を行っております。 

 特に都市公園につきましては、２０１９年度の公

園施設長寿命化計画を策定し、社会資本整備総合交

付金事業の財源などを活用しまして、補助事業によ

り公園施設の更新を実施をしております。 

 概要及び進捗状況です。都市公園のうち、防災、

安全対策を目的とした社会資本整備総合交付金事

業では、対象面積が２ヘクタール以上の公園で、４

公園あり、遊具やフェンス等の公園施設が対象とな

っております。 

 なお、２ヘクタール未満の公園では、１３公園あ

りまして、遊具のみの更新が対象となります。 

 ２０１９年度から２０２３年度までの５か年を

計画期間としまして、補助率は５０％です。 

 本年度は、２０２１年度からの繰越事業が４件、

それから現年事業が１件、合わせまして５件の遊具

や公園施設を更新しております。 

 具体的な進捗状況ですが、社会資本整備総合交付

金事業の繰越工事、４３ページの下段から４件、次

のページにあります。１つ目の中央公園中央駐車場

舗装工事及び２つ目の日高児童公園遊具更新工事

につきましては、既に工事を完了しております。 

 それから、４４ページの３つ目の中央公園照明施

設更新詳細設計業務と、４つ目の同施設の更新工事

は、１つ目の中央公園中央駐車場舗装工事の最終精

算額の残予算によって追加更新工事を行うもので、

既に設計業務は完了しておりまして、１２月の入札

を行い、３月末の工事完了を予定しています。 

 ５つ目の工事、中央公園園路舗装工事につきまし

ても、既に工事を完了しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） よろしくお願いしま

す。 

 それでは、建築住宅課から４項目上げさせていた

だいております。 

 まず、４５ページをご覧いただきたいと思います。

４項目あります。基本的、現状、課題、基本方針、

概要につきましては省略させていただきまして、進

捗状況を中心にご説明させていただきます。ご清聴

いただければと思います。 

 まず、市営住宅の管理についてでございます。４

０団地、９７０戸の市営住宅管理をしております。 

 進捗状況ですけども、１の市営住宅の維持管理に

ついてですけども、ここに書いてますとおり、公営

住宅の長寿命化計画、これに基づきます今森住宅２

号棟、もしくは塩津住宅３号棟のエレベーター改修、

それの工事、あと、下段にあります（２）の円山住

宅、福住住宅の電気温水器更新工事、あと、栄町の

住宅の危険箇所工事、もろもろ、主な工事を取り組

んでおります。それぞれ記載のとおり、現在進行中

と、もしくは一部完了済みという状況で推移しとる
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というものでございます。 

 あと、２の住宅使用料等の滞納対策についてです

けども、（１）ですけども、本人、連帯保証人等に

対しての催告しましても支払いがない場合、そうい

った場合に、裁判所に支払い督促の申立て、即決和

解、少額訴訟なども行っております。今年度、現時

点におきましては、支払い督促が１件、あと即決和

解が１件の実施しておるという状況でございます。

また、年度末に向けては増えるかもという状況でご

ざいます。 

 ４６ページをご覧いただきたいと思います。

（２）の収納率の目標につきましては、前年度まで

の分としましては、市営住宅使用料現年度につきま

しては、収納率５年連続で１００パー、あと、駐車

場使用料、共益費につきましての現年度分につきま

しては、９年連続で１００パーという収納実績、み

んな頑張って取ってます。今年度も同様に、さらに

この１００％に向けて現在取り組んでおりますい

う状況でございます。 

 あと、３の市営住宅の用途廃止に向けた取組につ

きましては、現在記載の一本松の住宅と但東の出合

市場住宅、それらの入居者を対象に移転事業を進め

ております。表に書いてますとおり、２０２１年度

からの累計ですけども、記載してます一本松住宅で

対象１８戸のうち１３戸、出合市場住宅では対象４

戸のうち２戸が移転済みという状況となっており

ます。この状況につきましては、昨年度から原則３

か年、最長でも５か年で完結するという方向で随時

進めておるというものでございます。 

 あと、４の市営住宅の空き室活用対策についてで

ございますけども、記載しておりますとおり、定住

促進事業、お試し住宅っていうような形で、お試し

居住ですね、での取組の５つの住宅がございます。

そして、その下に栄町住宅の学生の活用というのが

ありますけど、それぞれ書いておりますけども、ご

めんなさい、定住促進事業につきましては、１７戸

のうち、トータルとしまして５つの住宅、１７戸の

うち６戸が現状で入居されておると。あと、学生に

つきましては、１６戸のうち９戸が現在入居されて

おるという状況でございます。 

 あと、５の市営住宅指定管理者制度の導入検討に

つきましてですけども、今年３月にサウンディング

型市場調査実施しまして、いろんな意見、提案、あ

とは市場性の有無、そういったものを調査を行いま

して、現在、コストの試算だとか、執行体制の検討

とか、あと数値化できないようなサービス面、そう

いった施策面でのメリット、デメリット、こういっ

たものを現在も検討中ということで、導入の可能性

を検討してる状況でございます。 

 ４７ページをご覧ください。民間住宅耐震化の促

進についてです。基本的に無料で耐震診断をしてい

ただいて、その結果を受けて、必要な耐震改修工事

をしていただくと。これらの支援を行って、耐震化

を向上させようとするものでございます。 

 件数だけ報告させていただきます。簡易耐震診断

につきましては、現時点で２７名の方、申請をして

いただいております。そして、その診断の結果を受

けまして、２のとこに書いております住宅耐震改修

工事の（１）の豊岡市住まいの耐震化促進事業補助

金、これ、国県補助との随伴の分ですけど、アの全

体補強型計画策定で２名、そして、その下、イで全

体補強型の耐震改修工事補助、これが全体改修とな

ります、これが３名で、ウの部分型ということで、

部分補強になります、これにつきましては申請者が

ないと。そして、その下、エの防災ベッドにつきま

しても申請者はございません。 

 そして、その下、豊岡市住宅耐震リフォーム工事

補助金、これが市単で行ってる分でございます。ア

の居室等補強型耐震改修工事費補助、これは診断を

受けて、居室等、居間や寝室等の部屋を重点的にで

きる耐震と、改修するもので、記載しております。

それと、耐震とリフォーム、セットで工事をされる

方が大半ですので、リフォーム部分含めて、補助対

象として８名の方が申請されておるという状況で

ございます。 

 ４８ページのイのとこに書いてます耐震化促進

事業加算型リフォーム工事補助、これにつきまして

は、先ほどの２の（１）の国県補助の適用しとる全
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体補強とか、そちらの耐震改修工事、こちらにリフ

ォームに対する支援がございませんので、この加算

型という形でリフォームを補助対象にすることに

よって、インセンティブ、動機づけになればという

形で加算という形で事業を実施しているものでご

ざいます。これが３名ということです。 

 続きまして、４９ページご覧ください。老朽危険

空き家対策の推進です。 

 進捗状況についてですけども、１点目の空家等対

策協議会、協議、運営ですけども、記載のとおり３

回予定しておりますけども、文書協議を１回、あと、

今後１２月、３月に２回程度協議会を予定をしてお

るというものです。 

 あと、２の豊岡市空家等対策計画の改定ですけど、

現在の計画が２０２２年度、今年度が最終年という

ことでございますので、現在、２０２３年度からの

１０年分の次期計画、これ、業務委託も行いながら、

現在改定を行っております。この改定作業につきま

しては、年度当初に豊岡市全区への老朽危険空き家

等の部分に関するアンケートを行いまして、その調

査結果も基づきまして、資料にはないですけども、

ごめんなさい、約１３９件、新たな物件の報告をい

ただきましたので、これらは現地調査を行って、計

画なんかにも反映させていくという取組を現在進

めておるところでございます。 

 あと、３の老朽危険空き家の除却についてです。

特定空家等認定物件の補助金を出しての除却です

けども、４件予定でしたけども、現在３件がほぼ現

場が完了しとるという状況に今現在３件しておる

最中というとこでございます。 

 ４の代執行につきましては、１件予定しておりま

したけども、ちょっと現時点では実施は未定という

状況でございます。 

 続きまして、５０ページから５１ページご覧いた

だきたいと思います。土砂災害特別警戒区域内住宅

等の対策ということで、豊岡市につきましては、土

砂災害特別警戒区域の指定、これが現在９７０か所

ございます。これら区域内にある現在物件建ててい

る住宅等の補助メニューでありますけども、制度が

できましたら、１の豊岡市住宅土砂災害対策支援事

業の（１）の移転費用、その下の２の除却費用、移

転と除却、そして、この区域内にあります住宅、ご

めんなさい、移転事業ですね。それと、２の豊岡市

土砂災害対策防護壁等整備支援事業、これらも住宅、

ホテル、旅館、移転はしないけども、建物を守るた

めの防護壁の設置や安全工事の改修、これらの補助

制度を設けておるんですけども、記載にもしており

ますけども、申請はゼロという状況で、今現在、い

うものでございます。 

 詳細については、資料をご覧いただければと思い

ます。 

 建築住宅課分は以上でございます。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

 ないようですので、この際、当局の皆さんのほう

から特にご発言等はございませんか。よろしいです

か。 

 ないようでしたら、当局の皆さんは退席していた

だいて結構です。お疲れさまでした。 

 ちょっと時間超えたと思います。すみません。 

午前１１時０５分休憩 

──────────────────── 

午前１１時１１分再開 

○委員長（田中藤一郎） 休憩前に引き続き委員会を

再開します。 

 それでは、後半の部署に入りたいと思います。 

 ３番の自己紹介です。 

 改めまして、委員長を拝命しました田中藤一郎で

す。一年間いろいろとお世話になると思います。ま

た、非常にこの委員会、重量級の案件もたくさんあ

りますけれども、皆さんと共にしっかりとやってい

きたいなと。そして、私のモットーでございます、

明るく楽しく真剣にというふうなことで、この１年

間を頑張っていきたいというふうに思ってますの

で、皆様方のご協力のほう、改めてよろしくお願い

します。よろしくお願いいたします。 

 それでは、各委員の皆さんにも自己紹介していた

だきたいと思います。 



 21

 では、副委員長。 

○委員（芹澤 正志） 皆さん、こんにちは。このた

び副委員長を拝命いたしました芹澤でございます。

かねてからこちらの委員会にぜひと思ってました

ので、しっかりやらさせていただきたいと思います

し、委員長をしっかりと支えて頑張りたいと思いま

すので、何とぞよろしくお願いいたします。 

○委員（浅田  徹） 浅田でございます。この１年

よろしくお願いいたします。 

○委員（前田 敦司） 前田です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（太田 智博） 太田です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（松井 正志） 松井正志です。どうぞよろし

くお願いします。 

○委員（須山 泰一） こんにちは。須山泰一です。

どうぞよろしくお願いします。 

○委員（前野 文孝） 前野です。どうぞよろしくお

願いします。 

○委員長（田中藤一郎） それでは、各振興局から、

名簿順でお願いいたします。 

○城崎振興局長（植田 教夫） 城崎振興局の植田と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 あと、今日２人なんですけども、１人、山田温泉

課長のほうがちょっと公務のため欠席させていた

だいてます。申し訳ありませんけど、よろしくお願

いいたします。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 城崎振

興局地域振興課参事の橋本です。よろしくお願いい

たします。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 竹野振興局の石田で

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 竹野振興

局地域振興課長の平尾でございます。よろしくお願

いします。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 日高振興局、小谷士

郎です。よろしくお願いします。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 同じく

日高振興局地域振興課の吉田と申します。よろしく

お願いします。 

○日高振興局地域振興課参事（上野 和則） 同じく

日高振興局の地域振興課参事の上野です。どうぞよ

ろしくお願いします。 

○出石振興局長（村上 忠夫） 出石振興局長の村上

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 同じく

出石振興局地域振興課参事の川﨑です。よろしくお

願いします。 

○但東振興局長（大岸 和義） 但東振興局、大岸和

義と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 但東振

興局地域振興課参事の小川と申します。よろしくお

願いいたします。 

○上下水道部長（河本 行正） 上下水道部長の河本

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○水道課長（谷垣 康広） 上下水道部水道課、谷垣

です。よろしくお願いします。 

○水道課参事（井垣 敬司） 水道課参事の井垣と申

します。どうぞよろしくお願いします。 

○下水道課長（榎本 啓一） 下水道課、榎本です。

よろしくお願いします。 

○下水道課参事（堀田 政司） 下水道課参事の堀田

といいます。どうぞよろしくお願いします。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 失礼します。

農業委員会事務局の安藤と申します。よろしくお願

いします。 

○委員長（田中藤一郎） 最後に、事務局。 

○事務局主査（伊藤八千代） すみません、事務局の

伊藤です。よろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。 

 それでは、次第に戻りまして、次第４の協議事項

に入ります。 

 （１）委員会所管事項の事務概要に入ります。 

 進め方としましては、まず、各振興局から説明し

ていただいた後、振興局一括して質疑を行います。

その後、上下水道部及び農業委員会事務局の順に、

部局ごとに説明、質疑を行いたいと思います。 

 なお、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑応答に
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当たりましては、くれぐれも要点を押さえて、簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用して発言者の名を名のってから行って

いただきますよう、ご協力をお願いします。 

 それでは、まず、各振興局の説明を城崎振興局か

ら順にお願いをいたします。 

 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） まず、

５２ページをご覧ください。城崎振興局の取組につ

いてご説明いたします。 

 城崎温泉では、夏休み、またカニの漁期でにぎわ

う繁忙期と、春、秋の閑散期の観光客の入り込み数

の差を縮小すること、また、城崎の伝統工芸である

麦わら細工の後継者の創出、育成などが課題となっ

ております。 

 このため、振興局プロジェクトとしまして、１つ

目に、夏の風物詩として定着し、平日の観光客増加

に寄与している城崎温泉夢花火事業への支援を継

続しています。本年度も７月２８日から８月２６日

まで、平日１４日間に花火が打ち上げられました。

この経費に対する補助金ももう交付をしておりま

す。 

 ２つ目に、樹木の老化等により樹勢が衰え、倒木

など危険性のある柳や桜につきまして、剪定、植え

替え、土壌改良などを実施し、大谿川の桜並木など

の温泉街の美しい景観の形成に必要な樹木の健全

な育成を図っております。現在、造園業者と契約を

終え、この後、業務を進めていくこととしておりま

す。 

 ３つ目ですが、大谿川に架かる４つの太鼓橋やパ

ラペットの表面に剥離や亀裂が発生してるため、周

囲の景観と調和をした美装化工事を引き続き実施

しています。大谿橋とパラペットの一部はもう既に

改修を終えております。本年度は、パラペットの残

った分につきまして行っております。これも現在、

工事会社と契約を交わし、この後、改修を行ってい

く予定となっております。 

 ４つ目ですが、市内の児童を対象とし、ふるさと

学習の教材にも掲載されている麦わら細工につい

て、歴史学習と制作体験を実施しています。今年は、

市内の小学校５、６年生を対象として募集した結果、

６校９クラスの申込みがありました。これまで、１

０月末までに３校４クラスで実施を終えておりま

す。 

 最後、５つ目になりますが、若者会議としまして、

地域づくりに対する若者世代の意見、提言を聞く機

会を設けるとしまして、城崎では、城崎、港地区の

現状、資源や課題など、若者の目線で語っていただ

きまして、自分たちが活動できそうな取組やアイデ

アを出し、企画を検討していくということで、８月

３０日に１回目、１０月４日に第２回目、そして、

先日の様子が１１月の９日に第３回目のワークシ

ョップを終えておりまして、現在はその整理を行っ

ている状況ということになります。 

 城崎からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 竹野振興

局の取組について説明させていただきます。 

 ５４ページをご覧ください。竹野地域では、人口

減少の緩和と地域振興を図るために、今年度、地域

振興局プロジェクト事業として、主に３事業に取り

組んでおります。 

 それでは、それぞれの事業について、概要と進捗

状況を説明いたします。 

 なお、進捗状況は、次のページに記載しておりま

すが、説明については、これらを含めた説明とさせ

ていただきます。 

 まず、振興局プロジェクト事業の１つ目、仲田光

成作品洗浄事業で、仲田氏より市に寄贈いただいた

各作品１５６点のうち、早期に表装を行った５５点

において、染み、カビが発生しているため洗浄を行

うものです。事業費は、洗浄業務委託料５３３万円

で、委託期間は、７月に発注しまして、１２月に完

了予定です。現在、進捗率は９０％です。 

 ２つ目の竹野焼杉板景観保全事業は、竹野地域の

景観保全を推進するため、家屋の外壁に焼き杉板を
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使用された場合、材料費の一部を補助する事業で、

４月から受付を開始し、現在６件の申請を受けてお

ります。交付決定額６３万５，０００円で、事業完

了２件、残り４件は現在施工中で、２０２３年度３

月完了予定です。 

 ３つ目の若者会議の開催は、竹野地域にお住まい

の若者、子育て世代の皆さんによる将来の豊岡のあ

るべき姿や理想を共有し、その実現に向けての方法

を共に探り、実行する地域の実現を目指すことを目

的に討論いただいております。７月から開催し、現

在３回実施しております。 

 なお、次回、４回目の若者会議の開催は、１１月

２９日火曜日に予定しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） ５ペー

ジをご覧ください。日高振興局の取組のうち、日高

振興局プロジェクト事業等の進捗状況について説

明します。 

 日高振興局プロジェクト事業の１つ目、日高地域

づくり運営事業です。いわゆる日高振興局版の若者

会議です。各種団体の会合に職員が参加し、まちづ

くりについての意見交換を行うといったもので、こ

れまで４回実施しました。本年度も引き続き実施す

る予定です。 

 ２つ目の日高地域の先輩に学ぶ事業です。日高東

中学校２年生対象の事業は１２月２日に、また、１

年生対象の事業は来年３月１日に開催する予定で

す。日高西中学校の事業は来年１月以降に開催する

予定で、現在調整しています。 

 次に、観光事業の１つ目、道の駅「神鍋高原」整

備事業です。道の駅の機能の在り方のほか、運営体

制の見直しも含めた道の駅の最適化と長寿命化を

図る整備運営計画を策定し、その計画に基づき、改

修工事を実施するというものです。現在、芸術文化

観光専門職大学の支援により、計画策定のための準

備作業を行っております。 

 具体的には、道の駅に求める機能や役割について

関係者との意見交換会と、その内容を踏まえ、１０

月２６日から１２月７日までの間でテーマを３つ

に絞り、１回から３回シリーズで道の駅を考えるワ

ークショップを開催しています。今後はこの内容を

整理し、計画策定に取りかかる予定です。 

 ２つ目の観光施設管理です。道の駅「神鍋高原」

の受水槽配水管用ポンプ交換工事は、９月に完了し

ています。神鍋温泉ゆとろぎ水風呂及びジェット風

呂ポンプ交換工事は、８月に完了しています。神鍋

山頂公園登山口公衆便所及び北神鍋公衆便所の解

体工事は、１０月に完了しています。 

 ３つ目の日高夏まつり事業です。７月２４日に日

高夏まつりが開催され、実行委員会に１００万円補

助支援しました。３年ぶりの祭りの開催に、地元の

方をはじめ、多くの方が花火等を楽しまれました。 

 最後に、地方創生臨時交付金事業の神鍋地域自然

学校受入れ支援事業です。神鍋高原で市内小学校が

実施する自然学校を受け入れるための経費の一部

について、観光協会を通じて、事業者に補助支援す

るというもので、５月から７月までに市内小学校１

１校が実施され、３４４人の児童を受け入れること

ができました。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石振

興局からは、５８ページの出石振興局の取組につい

てご説明いたします。 

 これからの時代を担う若者の意見、提言を取り入

れながら、地域の意向を踏まえた城下町出石として

の町並みと風情を生かした魅力のあるまちづくり

を進めることとしております。 

 概要につきまして、進捗状況を説明いたします。

１つ目の、出石お城まつり事業補助金は、１１月３

日に第５０回出石お城まつりが３年ぶりに開催さ

れました。例年の子供大名行列、大人大名行列槍振

りに加え、今回は姉妹都市長野県上田市から、真田

陣太鼓、真田鉄砲隊の演舞の披露などを行われ、約

２万３，０００人の来場者でにぎわいました。今後

は、実行委員からの実績報告を受け、精算を行いま

す。 
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 ２つ目の、若者会議の開催につきましては、まち

づくりに対する若者自体の意見、提言を聞く機会を

設けるため、若者会議を開催しています。これまで

商工会青年部が実施する事業など、若者の集まる場

へ参加しながら若者の声を集める取組を行ってき

ました。１１月１７日、本日の夜ですが、出石庁舎

で若者に集まっていただき、意見を聞くこととして

います。また、１１月２４日には、市長のふれあい

トークを活用して、若者から直接市長へ意見を伝え

ていただくこととしております。 

 続きまして、３つ目の観光施設管理事業費は、予

定していました大手前トイレ、西の丸駐車場トイレ、

鉄砲駐車場トイレの改修工事です。１１月１５日に

床の洗浄作業を行いまして、完了をしました。 

 出石振興局からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 資料６

０ページをご覧ください。但東振興局の取組につい

てご説明いたします。 

 概要に対する進捗状況でご説明いたします。但東

振興局プロジェクト事業では、地域コミュニティ組

織と協働して、但東の住まいや生活などの暮らしの

情報を発信し、移住定住を促進するための事業を行

っています。 

 １つ目は、地域との協働による空き家活用促進で

す。移住者を対象とした空き家の活用について、但

東地域においては、現在３１戸、内訳は、成約済み

１９戸、未成約１２戸を市のホームページ、飛んで

るローカル豊岡で情報発信し、移住の促進を図って

いるところです。引き続き地域コミュニティ組織等

との協働による空き家の活用促進を進めてまいり

ます。 

 ２つ目は、移住促進住宅の運営事業です。若者夫

婦の移住により子供を増やすため、移住促進、住宅

の維持管理を行っています。但東地域では、現在１

０戸の住宅を管理しており、現在は満室です。移住

促進住宅の入居者は４０人で、うち中学生以下は１

８人です。この方たちには但東地域に定住していた

だきたいと思っております。 

 ３つ目は、若者会議です。若者たちが気楽に寄り

合える場づくりを行っています。結果的には、まち

の将来や希望も語り合える場へ成長できるよう目

指しております。企画運営につきましては、地域お

こし協力隊への事業委託しており、４回実施いたし

ました。年度内に５回以上の開催を予定しています。 

 次のページをご覧ください。４つ目の教育民泊推

進事業です。農業や農村の暮らしを体験するいのち

の輝き体験教育旅行は、地域の活性を図ることを目

的に実施しています。新型コロナウイルス感染症の

影響で、現在、神戸市の中学生の受入れはありませ

ん。ほかには、交流民泊に取り組む自治体及び事業

者等の広域ネットワークに参加し、民泊の現状や課

題、展開手法等について情報交換を行っております。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。よろしいですか。 

 それでは、次に、上下水道部の説明をお願いしま

す。 

 井垣参事。 

○水道課参事（井垣 敬司） 水道課からは、２項目

ありますが、水道施設の整備を、私、井垣が、水道

料金の改定に係る施行時期等の再検討を谷垣課長

から説明させていただきます。よろしくお願いしま

す。 

 それでは、６２、６３ページをご覧いただくのと

併せまして、先ほど別途お配りさせていただきまし

た資料もご覧ください。 

 水道施設の整備です。現状と課題、基本方針につ

いては変更ありません。 

 概要及び進捗状況をご覧ください。大きい１、大

見塚受水池・配水池改修事業です。 

 城崎小学校に隣接する山に位置しています老朽

化した受水池・配水池の改修を行い、耐震性を確保

するものです。今年度は、敷地造成を実施中で、進

捗率は２０％です。 

 ２、岩中浄水場改築工事です。 

 日高地域の市街地などへ水道水を供給する施設

で、老朽化した浄水施設を更新し、耐震性を確保す
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るものです。新しい浄水池への施設を切り替えるめ

どが立ちましたので、今年度、これから古い浄水池

を撤去しようとするものです。進捗は１１月入札予

定としておりますけども、昨日、入札が執行され、

契約を締結できる運びとなりました。 

 ３、佐野浄水場膜ろ過設備更新事業です。 

 膜ろ過設備が経年劣化により機能低下を来して

きています。膜ろ過装置を更新し、安定した水道水

の供給を図るためのもので、進捗率は２％です。 

 ４、浄水場等設備更新事業は、各水道施設の老朽

化した電気、機械設備やポンプなどの更新を行うも

のです。進捗状況は、対象１５件のうち完成１件、

施工中７件、設計完了１件、設計中６件です。個別

の進捗はご覧のとおりです。 

 ５、老朽管更新事業は、耐用年数を超過した路線

で、古い箇所から順に、また、漏水事故が散発され

る路線を優先して、計画的に更新を行っています。

対象となる１９件のうち、完了７件、施工中５件、

設計完了２件、設計中５件です。同じく個別の進捗

はご覧のとおりです。 

 ここからの３事業につきましては、国県関連事業

で、例年のとおり、その進捗状況に影響を受け、大

きく変更となります。ご理解いただきますようお願

いいたします。 

 ６、城崎・港給水区配水施設整備事業は、この給

水区へ安定した水道水の供給を確保するため、国、

県の事業に併せて送水管を布設するものです。２件

の工事のうち１件の進捗率は１０％です。残る１件

は１２月に発注したいと考えているところです。 

 ７、城崎大橋架け替え関連事業です。県が実施し

ています城崎大橋の架け替え事業に併せて、配水管

を移設、新設するものです。左岸県道改良部分につ

いては、現在、調整中でございます。右岸の道路部

分につきましては、発注に向け調整を行っています。 

 ８、豊岡インター線道路改良関連事業です。県道

豊岡インター線道路改良工事により、公立豊岡病院

へのアプローチ部分が付け替えとなるため、配水管

の移設を行うものです。引き続き調整中ですけども、

県からは今年度の施工が困難になるかもしれない

とお聞きしております。 

 私からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 続きまして、６４ページ

をご覧ください。私からは、水道料金改定に係る施

行期日の再検討について説明させていただきます。 

 現状と課題、基本方針、概要につきましては、資

料に掲載しております。これまでにお示しさせてい

ただいた内容となっております。 

 進捗状況でございます。６月議会で、２０２３年

４月１日からの改定とする条例改定案を提案させ

ていただきまして、可決いただきました。来年の４

月の改定までの期間、複数の媒体を用いまして周知

を行い、スムーズな移行に努めてまいっております。

９月議会での答弁にもありましたとおり、検針時に、

検針票のお知らせ票と併せまして、９月中旬から約

２か月間で３万８，０００の水栓にチラシのポステ

ィングを行いました。９月にユーチューブに音声つ

きのスライドショー動画をアップしまして、あわせ

て、市ホームページ、市公式のツイッターやＬＩＮ

Ｅでもお知らせの掲載をいたしております。市広報

１１月号では、チラシ、ホームページ、ユーチュー

ブでお知らせしている旨の記事を掲載していると

ころでございます。 

 今後も２月前後、４月以降の検針時に、再度ポス

ティングを行いまして、市広報３月号でも料金改定

のお知らせを掲載する予定としております。各種媒

体を用いながら、引き続き周知に努めてまいりたい

と思います。 

 水道課からは以上でございます。 

○委員長（田中藤一郎） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） ６５ページをご覧くだ

さい。下水道整備事業、２０２２年度事業の概要及

び進捗状況についての説明をさせていただきます。 

 １番の統廃合事業は、処理区を統廃合することに

より、施設の効率化を図るもので、廃止する浄化セ

ンターはポンプ場に改造いたしまして、機器を大幅

に削減するとともに、汚水調整池として有効活用す

るための工事と統合先までの管渠工事及び舗装復
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旧工事を行っております。 

 処理区ごとの進捗率はゼロから１００％で、その

うち五荘大浜、三方、港処理区については、今年度、

国へ補助金の要望をしたものの、補助金がつかなか

ったため、現在、県を通して国へ追加要望を行って

いるところです。また、寺坂処理区につきましては、

昨日、入札があり、但東、水石につきましても、道

路管理者等関係機関との調整がつき次第、順次、工

事を発注する予定です。 

 次に、２番の長寿命化事業は、統廃合事業完了後

にも残ります浄化センターについて、機器の更新等

を適切な時期に行って、施設の長寿命化を図るもの

です。長寿命化工事につきましても、統廃合事業同

様に、まだ補助金のついてないものもありますが、

それ以外につきましては、（１）番の工事では、進

捗率５から１０％、（２）番の須井地区の実施設計

は３０％、次のページで、（３）番の次期長寿命化

の５か年計画を策定するためのストックマネジメ

ント実施方針策定業務は２０％となっております。 

 次に、３番の雨水幹線整備工事の福田雨水幹線整

備工事は、進捗率１０％となっております。 

 次のページをご覧ください。先ほど説明させてい

ただいた事業の箇所図となっております。凡例で示

してありますように、統廃合事業は青色囲い、長寿

命化事業は赤色囲い、雨水幹線工事を含む道路改良

工事に伴う下水道管の移設工事等をオレンジ色囲

いで表示しておりますので、ご清覧のほどよろしく

お願いします。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。よろしいですか。 

 それでは、続いて、農業委員会事務局の説明をお

願いします。 

 安藤事務局長。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） ６８ページを

ご覧ください。農地利用最適化推進委員の推進につ

いてご説明いたします。 

 概要と進捗状況について改めてご説明いたしま

す。６９ページをご覧ください。 

 １つ目として、農地法に基づく許認可事務につい

て説明いたします。 

 農業委員会では毎月１回、農業委員会総会を開催

し、農地法等に基づく農地の権利設定の許可や転用

等に係る意見の進達等を行っております。なお、本

年度１０月末現在での申請、許可等の件数は、おお

むね前年並みとなっております。 

 ２つ目です。遊休農地の発生防止、解消について

でございます。 

 農業委員、農地利用最適化推進委員の活動を円滑

に進めるため、おおむね旧市町単位で部会を編成し、

日頃から違反転用等を含めた農地のパトロール、耕

作者の技能等による遊休農地予備軍と新たな耕作

者をつなぐ活動を実施しております。７月には事務

局も加わり、市内全域で農地利用状況調査、遊休農

地パトロールでございますが、を実施し、当該結果

を踏まえ、利用意向調査及び非農地判断を実施する

こととしております。 

 ３つ目です。担い手への農地利用の集積、集約化

及び新規参入の促進についてでございます。 

 担い手への農地の集積、新規参入の促進のための

活動を実施しております。具体的には、新規就農者

が経営規模を拡大するに当たり、農地の確保のため

の調整を地元の推進委員を中心に実施した事例が

ございます。 

 ４つ目の農地利用最適化推進委員の活動につい

てでございます。 

 推進委員については、農業委員と連携して対応す

る体制を構築するため、地域部会に参画し、農業委

員と一緒になって地域課題への対応や情報共有、農

地の利用状況といった活動の円滑化を進めており

ます。 

 ５つ目の新規委員選出スケジュールについて説

明いたします。 

 今年度１０月３日から１１月２日の一月間、募集

を行いましたが、残念ながら、農業委員、農地利用

最適化推進委員とも定数を満たさなかったことか

ら、１か月間、募集期間を延長しております。延長

した直後でございますが、先週末までに３名の、そ
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れぞれ農業委員、推進委員の推薦申込書を受領いた

しまして、あと農業委員につきましては、定数１９

名に対して、あと１人、それから、農地利用最適化

推進委員の２５人に対して、あとお二人の推薦、応

募を待っているというような状況でございます。 

 説明のほうは以上でございます。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。ないですね。ほかにあ

りませんね。 

 それでは、ないようですので、事務概要につきま

しては、この程度にとどめておきたいと思います。 

 この際、当局の皆さんから特にご発言はありませ

んか。大丈夫ですか。 

 ないようでしたら、当局職員の方につきましては、

退席していただいて結構です。 

 当局の皆さん、大変お疲れさまでした。 

 この後、農林水産課の報告事項があります。 

  

午前１１時４４分休憩 

──────────────────── 

午前１１時４５分再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開します。 

 次に、当局からの報告事項についてですが、コウ

ノトリ共生部農林水産課から報告について申出が

あり、これを許可しておりますのでご了承願います。 

 それでは、コウノトリ共生部農林水産課からの説

明をお願いします。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） 失礼します。

お忙しいところ、お時間いただきましてありがとう

ございます。 

 本日、ご報告事項、竹野町森本地区の治山の関係

の概要の報告と今後の予定ということでご説明を

させていただきたいんですが、その前に冒頭、新聞

にも掲載されましたし、皆さんにも全体としては議

会で報告させていただきました積算の誤りのこと

について、少しご説明とおわびを申し上げたいと思

います。 

 日高町の頃垣から太田のほうに向かってます清

滝農免道路の、今日の事務概要の中にも山宮の擁壁

補強工事ということでお知らせをしたんですが、こ

の工事が入札を終わって契約を結んで２か月経過

したところ、業者さんからのご指摘により、積算の

誤りが判明いたしました。直ちに関係の入札の業者

さんにおわびとご説明をさせていただき、既に契約

して、段取り準備をされていた業者さんの契約を維

持して、そのまま事業を進めるというところについ

て、全業者さんのご理解をいただけましたので、挙

行したと、工事は進捗しているところでございます。 

 気をつけてはいたんですが、また積算の誤りとい

うことで、市民や関係者の皆様の信頼を大きく失う

ようなことになってしまったことに対して、深くお

わびを申し上げたいと思います。 

 今後はこういうことがないように、さらに関係の

職員、気を引き締めて対応に当たってまいりたいと

思いますので、またよろしくお願いしたいと思いま

す。誠に申し訳ございませんでした。 

 それでは、本日の報告に入らせていただきます。 

○委員長（田中藤一郎） 座って。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） 失礼します。

じゃあ、森本治山の関係は村田参事のほうから報告

をさせていただきます。 

○事務局主査（伊藤八千代） 資料はもうデータで。 

○農林水産課参事（村田 一紀） 失礼します。それ

では、竹野町の森本地区の治山事業につきまして、

ご報告、ご説明をさせていただきたいと思います。 

 まず概要でございますが、先月、１０月に竹野町

森本の字ユリ地内で地滑りが発生をいたしておる

のを確認をさせていただきました。影響範囲につき

ましては、幅が約１９０メーター、延長については

２２０メーターと、約４ヘクタールのエリアが陥没、

亀裂、崩壊が複数発生をいたしておる状況でござい

ます。現在、兵庫県と対応についての協議を進めて

いるところでございます。 

 図面をちょっと見ていただきますと、位置関係に

つきましては、旧の森本中学校を、竹野川を渡りま

して県道１号線、日高竹野線ですが、それをずっと

南のほうに向かっていきますと、すぐ今、竹野南の
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コミュニティセンターがあると思いますが、それを

向かっていただいた山になります。一部、森本につ

いては、竹野南の公園があるんですが、その谷では

なくて、１個南側の谷筋になりまして、近隣につい

ては竹野南のデイサービスセンター、ちょっとちっ

ちゃくて分かりにくいと、申し訳ないんですが、デ

イサービスセンターが入り口には位置しておると

いう位置関係になっております。地滑りの発生の現

場については、この赤で囲った区域でございまして、

詳細図を下につけております。これが約４ヘクター

ルの赤で囲ったルートが、作業道が白で表示をされ

ておるんですが、その中、約４ヘクタールが一体的

にずれ込んでおるというような状況になっており

ます。 

 位置、写真が１番から３番までつけておりまして、

１番について、左側の１番の図面については末端で

す。地域の一番下側といったほうになるんですが、

一番の末端の崩壊写真がこのように起きておりま

して、２番の崩落写真については、約２メーター、

人間、職員が写っておると思うんですが、約２メー

ターぐらいな陥没が既に起きておると。手前につい

ては、５０センチ、１メーター未満の亀裂がかなり

数か所、数十か所で起きてるような状況が見受けら

れます。３番についても同じような状況なんですけ

ど、１．５メーターぐらいな崩壊が起きておりまし

て、周囲一帯がそういう状況になっておると。 

 現状といたしましては、かなり精査をして現地も

確認は取っているんですが、崩落の原因と、今の見

立ては一番末端、１番の写真ですが、そこの崩落が

起きて、全体がずれてきたというような状況でござ

います。当地区については、治山工事及びのり面の

補強工事が数年、数十年前から盛んに対応策として、

県、市なりが対応してる状況がうかがえますので、

恐らくそういう地形だったんじゃないかなという

ふうなことが、現在のところ、推測をされます。 

 経過といたしまして、レジュメをちょっと見てい

ただきますと、経過を説明いたします。先月の１５

日に、地元猟友会、有害鳥獣だとかの対策でその山

に入られた段階で発見をされて、すぐさま竹野町の

森本の区民の方に連絡がありました。区民の方から、

すぐ県議のほうに連絡が行って、それから、農林水

産振興事務所の所長のほうに連絡が入った次第で

ございます。２５日については、農林の振興事務所

のほうで現地確認をされて、翌２６日に、我々豊岡

市とも現地のほうを確認した次第でございます。対

応策なりを考えて、２日の日、１１月２日、今月２

日ですが、県庁の治山課のほうと朝来の農林振興事

務所の方とで協議を行った次第です。 

 朝来農林については、そこに地滑り対策室という

のがありまして、豊岡の農林では通常の治山事業を

対応されとるセクションがあります。ただ、大きな

地滑りにつきましては、朝来農林に地滑り対策室と

いうのがありますので、そこに対応ということにな

るために、２日の日に一緒に対応させていただいて

おります。 

 今後についてですが、現在動いておりますことに

ついてご説明をします。 

 豊岡市においては、周辺住民の方の危険周知のた

めに、土石流のセンサーの設置及び伸縮計の設置を

行いまして、動態観測をしたいというふうに思って

ます。それは、あくまで皆さん、地元の方の周知と

いうことで段取りを考えております。 

 県につきましては、土質の調査ボーリング行いま

して、外郭の調査を行って、今後の対策、事業のメ

ニューを定めていただくということで、現地のボー

リング調査に入っていくということでございます。 

 豊岡市のほうについては、先ほどセンサーの設置

だとかということで、今、検討をしております。市

役所、竹野の振興局、地元の区長さんなり役員さん

のどなたか、それと今考えておりますのは業者と、

その方々にセンサーで何か異常があったときに周

知ができるようなものを、今考えておりまして、具

体的に委託業務の発注を行っていきたいというふ

うに思ってます。 

 その他について説明をさせていただきます。 

 事業期間ですが、動態観測、我々豊岡市のほうで

行いますことについては、今年から来年２０２３年

の複数年で調査を行うと。対策工事については、今
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年、調査ボーリングなりで外郭を決めていただいて、

県のほうで事業実施を展開をしていただくという

ことで、ちょっと未定と書いてありますが、対策工

事を行っていくということでございます。 

 現在、豊岡市の事業費といたしましては、概算で

５００万円の金額を予定をさせていただいて、当該

観測を行っていきたいというふうに思っておりま

す。 

 最後ですが、規模がかなり大きいもんですから、

どういう恰好でというのは、すぐさま対応しておる

んですが、県のほうでの事業だということは認識を

していただいていましたので、すぐさま動いて現状

に至っていることでございます。その都度、また進

展がありましたら、当委員会でもご説明をさせてい

ただきたいというふうに思っております。 

 簡単ですが、説明のほうを終わらせていただきま

す。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 何か質問等ございますか。 

 松井委員。 

○委員（松井 正志） ちょっと冒頭、謝罪のあった

単価、積算誤りの関係でちょっと聞くんですけども、

あれ、入札のとき、たしか最低制限価格以下で何社

か落ちたか失格になってますよね。（「はい」と呼

ぶ者あり） 

 その今回の積算誤りとその最低制限価格未満の

業者がようけ出たということは、理由はつながらな

いということですか。 

○委員長（田中藤一郎） 部長。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） 過大請求とな

っておりましたので、最低制限価格も改めて計算し

ますと、４万円ほど下がりました。それによって失

格になっていた方々の応札の金額と照らし合わせ

ますと、１社、契約をしていた業者とは違う業者、

１社が脱落していたであろうという金額になって

おります。そのことも含めて、該当した業者さん、

こういう状況で御社が落とされて、落札されて契約

されていた可能性はございますんで、特にこの業者

さんには丁寧にご説明なり、ご了解をいただけるか

ということで、ご説明やお願いをいたしました。 

○委員長（田中藤一郎） 松井委員。 

○委員（松井 正志） だけど、過大の単価で、要す

るに設計書も業者も全て応札をして、設計価格は当

然それで積算してあるんでしょう。予定価格もその

過大の設計で予定価格設定してあるんだから、今説

明されてるようなこと、不都合が起きないんちゃう

かな。全て全員が過大な設計内容で見積りをし、そ

の予定価格も、過大な設計で予定価格設定したのだ

から、共通の土台で勝負しとるものだから、そうい

うことが起きないというふうに感じた、そうではな

い。 

○委員長（田中藤一郎） 川端部長。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） 契約入札の有

効性と契約の有効性については、今、委員がおっし

ゃったとおり、何らおかしなものはない、有効とい

う判断は、それは法的にも、今回の例でもそうだし、

ただ、その過大設計というのを、中身が、ある発電

機の規格を切り抜き設計書というか、業者さんにも

明示をしていたんですが、本来、明示していた規格

よりも大きな規格の単価を入れてしまっていたも

ので、業者さんにはみんなが勘違いしてしまう状況

の誤りだったということです。だから、過大になっ

ていた部分は、今、契約をさせていただいてます業

者さんにご説明をして、適正単価で変更させていた

だくというところは、ご理解いただいて、応じてい

ただけることは確認させてもらいましたんで、実際

的には市へ損害を与えることはないんですけれど

も、信頼性というところで関係者の信頼を低下させ

てしまったという状況です。すみません。 

○委員（松井 正志） 業者が１カ月後に言うのは遅

い。直ぐ言わないと。 

○委員長（田中藤一郎） 気をつけて、しっかりとま

た今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、この件につきましてはこの程度にとど

めたいと思います。ご苦労さまでした。 

○委員（松井 正志） 村田さんがダブルチェックし

たの。 

○農林水産課参事（村田 一紀） はい、しておりま
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す。（発言する者あり） 

○委員長（田中藤一郎） １２時過ぎましたけれども、

このままささっと。 

 ご苦労さまでした。 

 次に、（２）委員会の運営方針についてを議題と

いたします。 

 参考までに、前期の重点調査事項を別紙１に記載

しておりますが、改めて今期の委員会重点調査事項

について協議をお願いいたします。 

 この件について、特にご意見等はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） よろしいでしょうか。大丈

夫ですね。コロナもまだありますし。 

 では、これで皆さん、ご了承願えますでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしということで決

定いたしました。 

 続いて、（３）各種委員の選出について、別紙２

にありますとおり、まず条例等によりまして、委員

長の充て職として１から９までございます。これに

ついては、しっかりとやってきたいというふうに思

うんですけれども、次に、互選によるものとしまし

て、当委員会から、豊岡市都市計画審議会委員を３

名選出することになっておりまして、この件につき

まして、希望者の委員があれば挙手をお願いしたい

と思いますけれども、太田委員のほうから、ぜひと

もしたいというお話は承っております。その他、２

名、どなたか、やってみたいなとかありましたら、

どうでしょうか。 

○委員（前野 文孝） じゃあ。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

 あと１人。 

○委員（須山 泰一） 希望したいです、初めてです

けど。 

○委員長（田中藤一郎） じゃあ、須山委員。 

 皆さん、よろしいでしょうか。太田委員、前野委

員、須山委員、３名にお願いしますけれども、よろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） じゃあ、３名の方、お手数

かけますけれども、よろしくお願いをいたします。 

 続いて、（４）委員会の席次についてですが、意

見等があればお聞かせください。 

 なければ、もうこの席のままでいきたいなという

ふうに思っておりますけれども、このままでよろし

いでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） では、この席で決定いたし

ます。 

 続いて、次第５、その他に入ります。 

 全体を通じて、委員の皆さんから特にご発言等が

ありますでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） それでは、特に発言があり

ませんので、それでは、次第６、閉会。 

 ほかにないようですので、これで建設経済委員会

を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午後０時０５分閉会 

──────────────────── 


